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「蒼龍図」原画部分
三橋園民

解説

今まで寺院の天井画にみられる「龍

図Jの殆どは、狩野派などによるギザ

ギザウ口コに長いひげ、ツノを生やして

乱雲と稲光一ーといった定型の描き

込みで、龍そのものの描写は「はりぼ

てふうJでした。

この原画は、タタミ40畳の大きさカず

ある水墨画で、制作に入る前、アタリ

を付けるためものでした。中国の漢から

唐の時代に現れた彫刻などを精査して

の創作で、座間市座間の古柔Ij、浄土

宗・宗仲寺の依嘱をうけ、今秋本堂

の大天井に飾られた一作です。

去
る
什
月
叫
日
、
ホ
テ
ル

シ
ィ
町
田
に
お
い
て
、
税
を
知
る
週
間
の

協
賛
事
業
と
し
て
恒
例
の
公
開
講
演
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

ザ
・
工
ル

の
参
事
研
究
員
で
医
学
博
士
の
本
間
昭
氏
。

会
場
に
パ
ソ
コ
ン
を
持
ち
込
み
、
大
き
な

ス
ク
リ
ー
ン
で
視
覚
的
に
判
り
や
す
い
資

料
を
映
し
出
し
な
か
ら
、
地
域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
活
用
し
て
痴
呆
症
を
予
防

す
る
と
い
う
お
話
し
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

会
場
に
は
約
制
名
の
参
加
者
が
集
ま
り
、

講
演
に
先
立

っ
て
法
人
会
員
功
績
表
彰
式

こ
の
事
業
は
、
同
週
間
と
法
人
会
を
広

く
ア
ピ
ー
ル
す
る
目
的
で

一
般
公
開
し
て

い
る
事
業
で
す
。

講
師
に
は
、
東
京
都
老
人
総
合
研
究
所

的 町田法人会報第81号韓国次

2税を知る週間功績表彰納税表彰 2
公開講演会 本間昭先生講演要旨

0，)法人会全国大会(税制改正要望東京大会)8 

制 箱根役員1泊セミナー…… H ・H ・...11
c 委員会・部会が活動内容を発表

。 地区会のイベント……………'16

0 部会便りー…H ・H ・-…… H ・H ・-…20
青年部会・女性部会合同講演会

橋本五郎氏講演要旨

委員会の活動 …………………24 
研修委員会秋の講習

町団法人会の社会貢献活動

俳句の集い ………….....・H ・..31
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が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
地
区
会
・
部
会
か

ら
推
薦
さ
れ
た
げ
名
の
方
々
へ
八
木
会

長
か
ら
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
方
々
は
、
い
ず
れ
も
永
年

に
わ
た
り
法
人
会
の
地
区
活
動
や
部
会
活

動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
た

方
々
で
す
。

一
般
市
民
に
向
け

法
人
会
を
ア
ピ
ー
ル

八
木
会
長
主
催
者
挨
拶

町
田
法
人
会
は
、
申
告
納
税
制
度
の
確

立
と
納
税
意
識
の
高
揚
、
更
に
は
地
域
社

会
へ
の
貢
献
に
向
け
活
動
し
て
い
る
公
益
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法
人
で
す
。

当
会
の
社
会
貢
献
活
動
と
し
て
、
昨
年

日
月
、
都
道

3
・
4
・
日
号
線
の
完
成
を

記
念
し
て
石
造
彫
刻
モ
ニ
ユ
メ
ン
ト
を
町

田
市
へ
寄
贈
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
モ
ニ

ユ
メ
ン
ト
周
辺
の
歩
道
で

〈道
路
美
化
活

動
〉
を
実
施
し
、
道
路
利
用
の
モ
ラ
ル
向

上
と
潤
い
の
あ
る
道
路
空
間
の
創
出
に
協

賛
し
て
い
ま
す
。
こ
の
〈
道
路
美
化
活
動
〉

と
い
う
社
会
貢
献
活
動
は
高
く
評
価
さ
れ
、

去
る

9
月
初
日
に
行
わ
れ
た
〈
法
人
会

の
全
国
大
会
〉
で
は
そ
の
様
子
を
映
像
で

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

例
年
日
月
は
、
税
を
知
る
週
間
協
賛
事

業
と
し
て
功
績
表
彰
式
と
公
開
講
演
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
功
績
表
彰
式
は
、
日

頃
会
発
展
の
た
め
に
顕
著
な
活
動
を
さ
れ

て
い
る
会
員
の
方
に
対
し
、
感
謝
の
意
を

表
す
も
の

で
す
。

法
人
会

の
半
世
紀

を
超
え
る

歴
史
と
伝

統
を
思
う
と
き
、
多
く
の
先
人
達
を
は
じ

め
関
係
各
位
の
ご
尽
力
、
そ
し
て
ご
指
導
・

ご
支
援
に
対
し
て
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

る
次
第
で
す
。
私
自
身
も
企
業
の
発
展
に

努
め
な
が
ら
、
会
の
運
営
に
対
し
て
も
次

代
を
担
う
人
達
へ
の
中
継
ぎ
と
し
て
全
力

を
挙
げ
て
任
務
を
全
う
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

法
人
会
功
績
表
彰
式

平
成
均
年
度
功
績
表
彰
(
敬
称
略
)

原
町
悶
第

森1
 

J
H
E
 

州
出

J

，，，
 

学
闘

・
大
谷

金
森
・一品
ケ
坂

成

瀬

第

成

瀬

第

二

鶴鶴

川

第

一

鶴

川

第

一

鶴

川

第

一一

O:T 
JCj、相糠

泉

部

会

青

年

部

会

女

性

部

会 野F

武
藤

石
坂

佐
々
木
光
太
郎

稲

山

正

史

浅

井

順

二

久

保

田

靖

花

島

文

秀

田

井

博

豊

田

純

一

井
上
二
三
男

村

野

裏

司

青

島

清

泰

河

合

延

宏

山
崎
キ
ミ
子

古

川

良

子

高
橋
泰

一
郎

藤

原

公

子 充
孝
幸

!町
吋
E
EJl
 

H
 

間西原

(
株
)
武
藤
興
業

(
有
)
石
坂
商
会

協
立
電
工
(
株
)

(
株
)
セ
イ
キ
製
作
所

(
株
)
ア
サ
イ

(
有
)
マ
ル
モ
ト
酒
店

(
株
)
日
興
管
理

(
有
)
田
井
電
化

ユ
タ
カ
電
気
(
株
)

(
有
)
こ
う
や

(
有
)
町
田
園
芸

(
有
)
ア
ー
バ
ン
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

(
有
)
》
じ
ゃ

(
有
)
パ
ン
の
木

富
士
交
通
(
有
)

中
央
土
地
建
物
(
株
)

藤
原
建
設
(
株
)
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禁固
協繁事業として公護審議j薬会を開催

受
賞
者
に
敬
意
と
祝
意

町
田
税
務
署
菅
沼
署
長

町
田
法
人
会
の
会
員
功
績
表
彰
式
の

挙
行
に
あ
た
り
、
日
頃
の
ご
尽
力
に
対
し

ま
し
て
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、

心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

国
税
庁
で
は
、
毎
年

日
月

日
日
か
ら

日
月
口
日
ま
で
を

〈税
を
知
る
週
間
〉
と

定
め
、
全
国
各
地
で

『税
』
に
因
ん
だ
様
々

な
キ
ャ
ン

ぺ
1
ン
や

イ
ベ
ン
ト

を
行
な

っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、

私
た
ち
の
生
活
と
切
り
離
す
こ
と
が
で

き
な
い

『税
』
に
つ
い
て
、
そ
の
仕
組
み
ゃ

使
い
道
を
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
き
、

税
務
行
政
に
対
す
る
理
解
と
信
頼
を
深

め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
極
め

て
重
要
な
行
事
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
本

日
の
協
賛
事
業
〈
公
開
講
演
会〉

の
開
催

に
当
り
ま
し
て
、
お
骨
折
り
頂
き
ま
し
た

実
行
委
員
の
方
々
に
対
し
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

町
田
税
務
署
で
は
本
年
初
の
試
み
と

し
て
、
所
得
税
等
の
確
定
申
告
を

〈ぽ
っ

ぽ
町
田
〉
で
実
施
し
ま
し
た
。
皆
様
か
ら

の
ご
協
力
を
頂
い
た
お
陰
で
成
功
致
し

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
来
年
も
申
告
書
の
作

公
開
講
演
会
・
講
演
要
旨

成
・
提
出
会
場
を

〈ぽ
っ
ぽ
町
田
〉
に
設
置

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
東
京
国
税
局
管
内

で
は
来
年

6
月
か
ら
国
税
電
子
申
告

・納

税
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
ま
す
。
イ
ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
を
利
用
し
て
申
告
・
納
税
や
主

な
申
請
・
届
出
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。税

務
を
取
り
巻
く
様
々
な
環
境
の
変
化

に
的
確
に
対
処
し
、
「
適
正

・公
平
な
課
税

の
実
現
」
に
向
け
て

一
層
の
努
力
を
し
て

い
く
所
存
で
す
の
で
、
皆
様
方
に
は
ご
支

援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

痴
呆
症
は
ど
こ
ま
で
防
げ
る
か

H

私
た
ち
の
役
割
:
・
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
か
ら
痴
呆
症
を
予
防
す
る
H

@

禁
雑
誌
臨
時
本
間

昭

先
生
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〈本間 昭先生プロフィール}1973年東京都慈恵会医科大学卒業 1981年 聖マリアンナ医科大学精神科講師

1985年東京都老人総合研究所精神医学部門研究室長 1995年同研究部長 2002年現職

痴
呆
症
と
介
護
の
問
題

痴
呆
症
と
い
う
言
葉
は
良
く
聞
か
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
が
、
日
歳
以
上
の
方
な

ら
8
%
が
痴
呆
症
に
な
り
ま
す
。
と
の
数

字
が
大
き
い
か
小
さ
い
か
は
別
に
し
て
、

是
非
ご
自
身
の
問
題
と
し
て
考
え
て
い
た

だ
き
た
い
。

要
介
護
者
の
半
数
が
痴
呆
症

痴
呆
症
は
突
然
な
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
一
般
的
に
は
徐
々
に
物
忘
れ
な
ど

か
ら
始
ま
り
、
身
の
回
り
の
こ
と
に
無
頓

着
に
な

っ
て
生
活
上
の
色
々
な
こ
と
が
出

来
な
く
な
っ
て
い
き
ま
す
最
終
的
に
は

痴
呆
症
と
い
う
病
気
だ
け
で
寝
た
き
り
に

な
り
、
話
す
こ
と
も
意
思
を
伝
え
る
こ
と

も
出
来
な
く
な
り
ま
す
。

現
在
は
医
療
も
進
ん
で
、
食
事
が
出
来

な
い
状
態
で
も
直
接
胃
に
流
動
食
を
送
り

込
ん
で
命
を
繋
ぐ
こ
と
も
出
来
ま
す
。
大

抵
そ
れ
を
決
め
る
の
は
家
族
の
方
達
で
、

本
人
の
意
思
を
確
認
し
た
訳
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
で
本
人
が
幸
せ
な
の
か
と
い

う
疑
問
が
あ
り
ま
す
。

町
田
市
の
介
護
保
険
の
標
準
月
額
は

3
，7
0
0
円
で
す
。
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
方
の
自
然
増
を
考
え
る
と
、
将
来
こ
の

保
険
料
の
負
担
額
は
増
加
し
て
初
年
後

に
は
対
所
得
比
で
お
倍
に
な
る
と
い
う

予
測
が
あ
り
ま
す
。
軽
く

1
万
円
は
超
え
、

家
計
の
負
担
と
し
て
決
し
て
軽
い
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

要
介
護
認
定
を
受
け
た
方
の
仰
%
が

痴
呆
の
疑
い
の
あ
る
方
で
す
。
認
定
を
受

け
た
方
の
半
数
は
痴
呆
症
と
い
う
こ
と
に

な
り
、
介
護
の
問
題
U
痴
呆
の
問
題
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

介
護
者
は
報
わ
れ
な
い

痴
呆
症
で
も
足
腰
は
し
っ
か
り
し
て
い

る
方
も
い
ま
す
。
す
る
と
介
護
者
は
大
変

で
す
。
ち
ょ
っ
と
で
も
目
を
離
す
と
ど
こ

か
へ
行
っ
て
し
ま
う
、
食
べ
ら
れ
な
い
も

の
を
食
べ
て
し
ま
う
な
ど
、
本
当
に
気
の

休
む
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
お
ち
お
ち
ト

イ
レ
に
も
行
け
な
い
始
末
で
す
。

在
宅
介
護
の
場
合
、
介
護
者
の
殆
ど
は

1
人
で
、
そ
の

9
割
は
女
性
で
す
。
ま
た

介
護
者
に
と

っ
て
辛
い
こ
と
は
、
報
わ
れ

な
い
思
い
を
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
物
忘

れ
を
し
て
も
、
そ
れ
を
盗
ら
れ
た
と
人
の

せ
い
に
す
る

〈物
盗
ら
れ
妄
想
〉
な
ど
、

一

番
身
近
な
介
護
者
を
責
め
る
様
な
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

介
護
者
は
、
い
ず
れ
そ
う
い
う
症
状
が

起
こ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
場
合
と
知
ら

な
か

っ
た
場
合
で
は
精
神
的
負
担
は
大
き

く
違
う
と
思
い
ま
す
。

N 0 . 8 1 

早
期
発
見
が
ポ
イ
ン
ト

報

本
人
と
家
族
の
間
柄
を
認
識
で
き
な
く

な
っ
た
状
態
は
重
度
の
痴
呆
症
で
す
。
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ

l
型
痴
呆
症
の
場
合
、
早
期

発
見
と
早
期
治
療
に
効
果
が
あ
る
の
は
、

..0.. 
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議警警務撲として妥奇襲警3議議重量を審議鐙

初
期
の
進
行
は
緩
や
か
で
中
期
の
進
行
が

加
速
度
的
に
速
く
な
る
か
ら
で
す
。

過経の土
寸一一

甚
貝童、P」z・0ノ

¥
一丁下一一

縦の4
U
 

た1υ 
一不を過経なh

叶
d

'向河

痴
呆
症
は
少
し
で
も
速
く
発
見
し
て
発
か

症
や
進
行
を
遅
ら
せ
る
ご
と
が
重
要
で
す
。
一一

発
症
を

2
年
遅
ら
せ
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
瑚

医
療
費
と
介
護
費
用
で

5
，6
0
0
億
円
十

削
減
で
き
る
と
い
う
試
算
も
あ
り
ま
す
。

判

ま
た
、
早
期
に
治
療
を
開
始
す
る
と
い
ケ

う
こ
と
は
、
治
療
方
法
を
本
人
が
選
択
す

る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
病

名
と
い
う
の
は
重
要
な
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
で

も
軍司姐同監主主F緑町綱吉己主llJ霊

す
か
ら
、
早
期
治
療
は
人
権
を
考
え
た
上

で
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

『
早
期
治
療
』
を
地
域
で

世
田
谷
区
や
武
蔵
野
市
な
ど
い
く
つ
か

の
地
域
で
は
、
痴
呆
症
の
要
因
を
知
る
こ

と
や
発
症
を
遅
ら
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
サ
ー
ク
ル
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

お
年
寄
り
が
興
味
を
持
つ
様
な
料
理
・
園

芸
・
パ
ソ
コ
ン
に
ウ
ォ
1
キ
ン
グ

・筋
ト

レ
を
組
合
せ
、
計
画
力
・
記
憶
力
・
注
意
力

の
ア

ッ
プ
を
図
り
痴
呆
の
発
症
(
進
行
)

を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

こ
の
活
動
に
は
、
小
学
校
の
体
育
館
な

ど
が
借
り
ら
れ
る
よ
う
に
「
早
期
に
治
療

を
始
め
る
」
と
い
う
意
義
を
地
域
で
理
解

し
て
も
ら
う
こ
と
。
参
加
す
る
人
が
、

「自

分
は
痴
呆
予
防
活
動
に
参
加
す
る
ん
だ
」

と
い
う
自
覚
を
持
つ
こ
と
が
必
要
で
す
。

ひ
と
つ
の
サ
ー
ク
ル
は
叩
人
く
ら
い

で
構
成
し
、
健
康
な
人
や
指
導
員
と
役
割

が
分
担
さ
れ
、
痴
呆
症
の
方
は

2
人
程
度

で
す
。
つ
ま
り
痴
呆
症
の
方
が
別
人
見
付

• 6 8 1 O N 報.6. 
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か
っ
た
場
合
、
こ
の
様
な
サ
ー
ク
ル
を

印

組
作
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
行
政
は

と
て
も
全
部
に
補
助
金
を
出
せ
ま
せ
ん
か

ら、

指
導
員
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
養

成
し
て
立
ち
上
げ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
ん
な
こ
と
が
出
来
る
の
か
と
お
思

い
で
し
ょ
う
が
、

地
域
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と

し
て
実
際
に
立
ち
上
げ
て
活
動
さ
れ
て
い

ま
す

医
療
費
の
削
減
の
上
で
も
地
域
の

役
割
と
し
て
重
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

(文
責
・事
務
局
)

講
演
の
終
了
後
、

聴
講
者
か
ら
は
具
体

的
な
質
問
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
当
事
者

の
負
担
や
心
配
事
も
地
域
の
大
き
な
課
題

で
あ
る
と
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

町田間税会の消費税説明会に参加

参加者からの質問にも応えて・

消費税は、
平成16年4月から
変わります

去る11月11日、法人会事務局におい

て町田間税会の主催による 〈消費税説明

会と楽しいワイン講習会〉が開催されま

について説明しました。

説明会の後、開会副

会長の浅沼正臣氏の講

演で「楽しいワイン選

びJとワインのテイス

ティングが行なわれま

した。

した。

町田間税会は、消費税を中心とした間

接税の協力団体で、この事業に町団法人

会は後援 しました。

消費税の説明では、町田税務署法人課

税第一部門竹田上席調査官が、平成 15

年度の改正で、平成16年4月より消費税

の課税事業者が拡大され、それに伴う簡

易課税選択の届け出など消費税の取り

扱いで、 誤りの多い事項と総額表示義務 (参加数26名)

7・ 町 N 0 . 8 1 報.6. 
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道
義
の
高
揚
、
税
知
識
の
普
及
に
寄
与
さ

れ
た
方
々
で
す
。

町 田 法 人会報 N 0 . 8 1・8

平
成
百
年
度
納
税
表
彰
式
で

当
会
役
員
を
含
む
時
名
の
方
々
が
受
賞

[税務署長表彰]

久保田忠司殿 有限会社町田グリーンゴルフ

[税務署長感謝状]

池田 博殿 有限会社池田工務庖

志水 英宜殿 株式会社 イヅミ建築設計事務所

鈴田秀雄殿 有限会社 鈴田商庖

[東京都税務功労者主税局長表彰]

杉浦信男殿 株式会社中野屋

[東京都税務功労者感謝状(所長表彰)] 

須 崎一男殿 有限会社 須崎米穀庖

法
人
会
全
国
大
会
(
東
京
大
会
)
に
全
国
か
ら
3
5
00
名

当
会
か
ら
も
弘
名
参
加
税
制
改
正
要
望
大
会
と
同
日
開
催

税
を
知
る
週
間
の
日
月
ロ
日
、
ザ
・
エ

ル
シ
ィ
町
田
に
お
い
て
平
成
日
年
度
町

田
税
務
署
長
納
税
表
彰
式
が
挙
行
さ
れ
ま

し
た
。

平成15年度町田税務署長納税表彰の受賞者の皆さん。

菅
沼
署
長
か
ら
、
当
会
役
員
を
含
む

凶

名
の
方
々
に
表
彰
状
ま
た
は
感
謝
状
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

日
月

6
日
に
は
、
杉
浦
副
会
長
が
都
庁

に
お
い
て
東
京
都
主
税
局
長
表
彰
を
受
け

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
白
日
に
は
、
東
京
都

税
務
功
労
者
感
謝
状
贈
呈
式
が
八
王
子
労

政
会
館
で
執
り
行
な
わ
れ
、
当
会
関
係
で

は
須
崎
常
任
理
事
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
の
栄
に
浴
さ
れ
た
方
々
は
い
ず
れ

も
永
年
に
わ
た
り
、
税
務
を
中
心
と
し
た

関
係
民
間
団
体
の
要
職
に
あ
っ
て
、
納
税



全
法
連
(
全
国
法
人
会
総
連
合
)
主
催

の
平
成
同
年
度
税
制
改
正
要
望
全
国
大

会
は
、
去
る

9
月
初
日
、
千
代
田
区
・
東

京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
て
、
法
人
会

全
国
大
会
(
東
京
大
会
)
と
の
併
催
で
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
町
田
法
人
会
か
ら
も
八

木
会
長
を
は
じ
め
常
任
理
事
・
理
事
初
名

と
応
援
ス
タ

ッ
フ
4
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

第

一
部
税
制
改
正
要
望
大
会
で
は
、
午

後
1
時
ぬ
分
か
ら
約
必
分
に
わ
た
り
実

施
さ
れ
、
決
議
及
び
要
望
事
項
の
主
旨
説

明
並
び
に
朗
読
が
行
わ
れ
原
案
ど
お
り
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

(『税
制
改
革
に
関
す
る
決
議
』
及
び

「大

会
ス
ロ
ー
ガ
ン
」
は
次
頁
の
と
お
り
)

続
い
て
第
二
部
記
念
講
演
は
、
2
時
初

分
か
ら
作
家
(
元
経
済
企
画
庁
長
官
)
堺

屋
太

一
氏
が

「活
力
重
視
の
税
制
を
』
と

題
し
約
初
分
に
わ
た
り
熱
弁
を
振
る
わ

れ
ま
し
た
。

第
三
部
全
国
大
会
話
典
は
、

午
後

4
時

か
ら
主
催
者
挨
拶
、
表
彰
状
贈
呈
に
続
い

て
東
法
連
(
東
京
法
人
会
連
合
会
)
傘
下

の
単
位
会
の
活
動
状
況
が
ビ
デ
オ
で
紹
介

施
し
実

調
鯖

長
で

曽
自
問
‘
，

h
~

'
U
 

会
叩
A

ほ

嘩
欄
圃
』

情陳

市
項

艶

置
か
事

理

制
認

附の

員
正

一日

議
改

町

会

制

旧

国
税

錯

〈
税
制
改
正
要
望
全
国
大
会
〉
で
採
択

さ
れ
た
要
望
事
項
に
つ
い
て
は
、
税
の
オ

ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
!
と
し
て
、
そ
の
実
現

hMγ
人

釦
に
向
け
て
町
団
法
人
会
も
陳
情
活
動
を
毎

¥
ち

J

猷
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

値
目
月
お
日
、
八
木
会
長
を
は
じ
め
、
金

初
予
副
会
長
、
八
木
税
制
委
員
長
、
守
屋
専

制

y務
理
事
の
4
名
、が
伊
藤
公
介
国
会
議
員

捕
の
町
田
事
務
所
及
び
市
役
所
並
び
に
市
議

時

会
事
務
局
を
訪
問
し
、
所
定
の
税
制
改
正

明

要

望

書

(
決
議
及
び
基
本
事
項
、
個
別
事

細
項
等
)
を
手
渡
し
ま
し
た
。

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ビ
デ
オ
の
中
で
町
田
法
人
会
の
活

動
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
昨
年
実
施
し
た
石

造
彫
刻
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
除
幕
式
や
八
木

会
長
の
コ
メ
ン
ト
、
更
に
は
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
周
辺
の
都
道
山
一
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
る

道
路
美
化
活
動
の
様
子
が
上
映
さ
れ
ま
し

た
。

会報 N 0 . 8 1 人法毘9 ・町



-日本経済の再生発展のため構造改革と財政再建の断行を!

・議員・公務員定数の大胆な削減と給与・歳費の抑制を!

・法人税率を引き下げ留保金課税を廃止し中小企業に活力を!

.所得税の抜本改革により累進構造・諸控除の見直しを!

・中小企業の重要性を認識し事業承継税制の確立を!

.消費税率を引き上げる前に行財政改革の徹底と歳出の見直しを!

・固定資産税の課税方式を抜本的に見直し税負担の適正化を!

.少子・高齢を踏まえ国民が安心できる社会保障制度の確立を!

税
制
改
革
に
関
す
る
決
議

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン

い
ま
日
本
の
企
業
、
と
り
わ
け
地
域

経
済
を
支
え
て
い
る
中
小
企
業
は
、
構

造
変
化
と
デ
フ
レ
の
な
か
で
、
経
営
健

全
化
の
た
め
に
必
死
の
努
力
を
続
け
て

い
る
。
し
か
も
財
政
再
建
の
見
通
し
は

立
た
ず
、
社
会
保
障
制
度
へ
の
信
頼
は

薄
れ
、
企
業
の
生
き
残
り
競
争
が
激
化

す
る
な
ど
、
経
営
環
境
は
依
然
と
し
て

厳
し
い
。

こ
の
よ
う
な
状
況
が
放
置
さ
れ
る
な

ら
ば
、
日
本
経
済
を
再
生
さ
せ
る
企
業

活
力
は
復
活
し
な
い
。
ま
た
、
将
来
と
も

国
民
が
安
心
で
き
る
社
会
を
造
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
も
ち
ろ
ん
景
気
も
浮
揚

し
な
い
。

い
ま
こ
そ
政
府
は
、
思
い
切
っ
た
行

政
改
革
と
財
政
支
出
の
削
減
を
行
い
、

さ
ら
に
は
税
制
改
革
を
断
行
す
る
な
ど

に
よ
り
、
真
の
聖
域
な
き
改
革
に
取
り

組
み
、
社
会
保
障
不
安
を
払
拭
し
閉
塞

的
状
況
を
打
破
す
べ
き
で
あ
る
。
日
本

経
済
の
現
状
を
考
え
る
と
、
残
さ
れ
た

時
間
は
極
め
て
少
な
い
。

• 10 

税
制
改
革
に
当
た
り
最
も
重
要
な
課

題
は
、
生
き
生
き
と
し
た
企
業
経
営
を

創
造
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に

は
法
人
課
税
を
軽
減
し
、
事
業
承
継
税

制
を
確
立
し
、
さ
ら
に
は
消
費
課
税
を

充
実
す
る
な
ど
し
て
少
子
高
齢
化
へ
の

対
応
を
急
ぐ
等
、
税
制
構
造
を
是
正
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
ら
の
諸
改
革
が
実
現
す
る
な
ら

ば
、
経
済
再
生
の
展
望
が
拓
か
れ
、
景
気

は
浮
揚
し
企
業
経
営
は
健
全
化
す
る
と

確
信
し
て
い
る
。

よ
き
経
営
者
を
目
指
し
、
長
年
に
わ

た
り
納
税
意
識
の
高
揚
と
税
務
知
識
の

普
及
に
尽
く
し
て
き
た
法
人
会
は
、
納

税
者
が
尊
敬
さ
れ
る
社
会
に
な
る
こ
と

を
希
求
し
、
税
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
の
自
負
を
も
っ
て
、
全
国
間

万
会
員
の
総
意
と
し
て
以
上
、
決
議
す
る
。

法人会報 N 0 • 8 1 国町

平
成
日
年

9
月
初
日

財
団
法
人
全
国
法
人
会
総
連
合

税
制
改
正
要
望
大
会



一
泊
セ
ミ
ナ
ー
に
Gbh
参
加

会
・
部
会
が
活
動
内
容
を
発
表

平
成
日
年
度
も
去
る

9
月
9
日
、
箱

根
湯
本
ホ
テ
ル
に
お
い
て
役
員
の

一
泊
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
の

セ
ミ
ナ
ー
は
、
役
員
諸
氏
に
町

田
法
人
会
の
活
動
を
よ
り
詳
細
に
理
解
し

て
い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
の
法
人
会
活
動

の
参
考
に
し
て
い
た
だ
こ
う
と
い
う
主
旨

か
ら
、

6
つ
の
委
員
会
と
社
会
貢
献
特
別

委
員
会
、
青
年
部
会
、
女
性
部
会
に
そ
れ

ぞ
れ
の
活
動
内
容
を
発
表
し
て
頂
き
ま
し

た
。委

員
会
と
部
会
の
発
表
の
前
に
、
本
セ

ミ
ナ
ー
の
参
考
に
と
本
年
度
の
年
間
事
業

4

計

画

の

概

要

を

守

屋

専

務

理

事

が
説
明
し
ま
し
た
。

各
会

の
持
ち
時

間
は
日
分
間
と

限
ら
れ
た
も
の

で
し
た
が
、
大
変
充
実
し
た
内
容
と
な
り
、

会
場
は
熱
気
に
満
ち
た
雰
囲
気
で
終
始
し

ま
し
た
。
進
行
係
が

『
3
分
前
で
す
!
』『
時

間
で
す
!
』
と
書
か
れ
た
プ
ラ
カ
ー
ド
を

発
表
者
に
示
す
な
ど
の
工
夫
も
奏
功
し
、

予
定
ど
お
り
の
時
間
で
進
行
し
ま
し
た
。

初
め
て
の
試
み
で
も
あ
り
、
準
備
段
階

で

一
部
役
員
の
聞
に
は
、
こ
の
セ
ミ
ナ
ー

の
成
果
に
つ
い
て
懸
念
も
あ
り
ま
し
た
が
、

各
会
と
も
十
分
な
準
備
と
打
合
わ
せ
の
も

と
、
成
功
裡
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
八
木
会
長
も
発
表
後
は
満
足
し
た

様
子
で
し
た
。

以
下
は
各
委
員
会

・部
会
の
発
表
骨
子

で
す
。

-
組
織
委
員
会

金
子
委
員
長
の
挨
拶
・
登
壇
さ
れ
た
副

委
員
長
の
紹
介
の
後
、
近
藤
副
委
員
長
の

組織委員会・・・増強目標を3ケタに。

会報 N 0 . 8 1 人i去国刊 ・町



役員一治セミナーに137名参加
委員会・部会が活動内容を発表

れ
ぞ
れ
報
告
し
ま
し
た
。
そ
し
て
畠
山・

恐
神
副
委
員
長
か
ら
、
所
属
地
区
会
に
お

け
る
会
員
増
強
の
取
組
み
方
の
事
例
発
表

?
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

最
後
に
、

「
本
年
度
の
会
員
増
強
の
目

標
を

3
桁
に
し
た
い
」

と
力
強
く
決
意
が

語
ら
れ
ま
し
た
。

-
税
制
委
員
会

八
木
委
員
長
の
挨
拶

・出
席
副
委
員
長

の
紹
介
の
後
、
委
員
長
か
ら
年
間
活
動
状

況
と
平
成
時
年
度
税
制
改
正
要
望
事
項

の
取
り
ま
と
め
経
緯
な
ど
の
説
明
の
あ
と

「
税
金
ク
イ
ズ
」

に
移
り
ま
し
た
。
こ
れ
は

本
セ
ミ
ナ
ー
を
よ
り
盛
り
上
げ
よ
う
と
、

同
委
員
会
の
発
案
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
も

の
で
、
鈴
木
副
委
員
長
の

ユ
ー
モ
ア
あ
ふ

れ
る
出
題
と
解
説
が
会
場
の
活
気
を
誘

っ

て
い
ま
し
た
。
正
解
者
に
は
堀
江
副
委
員

長
か
ら
景
品
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
?
」

の
景
品
は
八
木
税
制
委
員
長
が
自
ら
手
配

さ
れ
た
も
の
で
す
。

税制委員会...税金クイズでカタイ話しを判りやすく。

-
研
修
委
員
会

杉
浦
委
員
長
か
ら
、
東
法
連
で
は
今
年

度
か
ら
事
業
研
修
委
員
会
と
名
称
が
変
更

さ
れ
た
報
告
と
、
登
壇
し
た

4
名
の
副
委

員
長
を
紹
介
し
ま
し
た
。
山
下
副
委
員
長

か
ら
年
間
の
税
務
説
明
会
・簿
記
講
習
会
・

パ
ソ

コ
ン
教
室
等
、
い
わ
ゆ
る
本
委
員
会

の
専
担
事
業
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
堤
副
委
員
長
か
ら
は
、

他
委
員
会
と

の
連
携
事
業
(
公
開
講
演
会
や
セ
ミ
ナ
ー
、

ま
た
東
法
連
の
無
料
法
律
相
談

・
ビ
デ
オ

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
)
に
つ
い
て
再
確
認
し
ま

し
た
。
伊
田
副
委
員
長
か
ら
は
、
本
部
事

業
は
勿
論
、
地
区
会
の
税
務
研
修
の
開
催
・

参
加
が
法
人
会
の
メ
リ

ッ
ト
で
あ
る
と
力

説
さ
れ
、

加
え

て

同
年
4
月
施
行
の
消

費
税
に
関
し
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

な
お
青
柳
副
委
員
長
は
タ
イ
ム
キ
l
パ
ー

を
担
当
さ
れ
ま
し
た
。

-
厚
生
委
員
会

法
人
会
の
共
済
制
度
受
託

3
社
の
幹

部
に
も
登
壇
し
て
項
き
、
尾
辻
委
員
長
か

ら
出
席
者
の
紹
介
の
後
、
真
鍋
副
委
員
長

よ
り
年

2
回
の
健
康
診
断
の
実
績
と
健

康
管
理
の
大
切
さ
か
ら
、

今
後
と
も
会
員
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企
業
の
福
利
厚
生
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
受
診

の
促
進
を
図
り
た
い
と
強
調
さ
れ
又
鈴
田

副
委
員
長
は
地
区
会
長
経
験
者
の
立
場
か

ら
〈
会
員
増
強
の
重
要
性
〉
と
と
も
に
、
〈
厚

生
制
度
の
利
用
〉
が
法
人
会
の
メ
リ

ッ
ト

で
あ
る
こ
と
を
力
説
さ
れ
ま
し
た
。

尾
辻
委
員
長
か
ら
は
、

全
法
連

・東
法

連
か
ら
の
推
進
費
収
入
(
補
助
金
)
は
福

利
厚
生
制
度
の
実
績
に
基
づ
い
て
受
入
れ

て
お
り
、
制
度
の
推
進
が
会
員
の
メ
リ

ッ

ト
に
な
る
と
同
時
に
、
法
人
会
の
財
政
基

盤
の
確
立
の
た
め
に
も
重
要
な
事
業
で
あ

る
こ
と
か
ら
地
区
会
に
更
な
る
理
解
と
協

力
の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
受
託

3
社
の
幹
部
の
方
々

か
ら
は
「
制
度
の
推
進
に
加
え
て
会
員
増

強
も
頑
張

っ
て
い
き
た
い
」
と
そ
れ
ぞ
れ

力
強
い
応
援
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
。

例
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
更
に
三
橋
委

員
長
か
ら
ま
と
め
と
し
て
、
東
法
連
広
報

委
員
会
の
報
告
、
法
人
会
看
板
の
現
況
と

今
後
の
課
題
、
こ
れ
か
ら
の
ホ
l
ム
ペ
ー

ジ
委
員
会
の
在
り
方
、
等
々
積
極
的
な
発

言
が
あ
り
ま
し
た
。

厚生委員会・ ・会員とその従業員にも利用して頂きたし、。

-
広
報
委
員
会

三
橋
委
員
長
か
ら
壇
上
の
役
員
を
紹
介
、

そ
し
て

「
会
報
を
読
ん
で
も
ら
う
こ
と
も

法
人
会
の
メ
リ

ッ
ト」

と
担
当
委
員
長
と

し
て
会
報
発
行
に
取
り
組
む
意
欲
を
強
調
。

続
い
て
平
素
女
性
副
委
員
長
と
し
て
た
だ

一
人
熱
心
に
委
員
会
活
動
を
続
け
て
い
る

宮
さ
ん
か
ら
、

会

報
の
裏
表
紙

〈
歩

い
て
わ
か
る
新
発

見
〉
の
取
材
に
ま

つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー

ド、

そ
し
て
平
本

総
務
副
委
員
長
兼

ホ
1
ム
ペ

l
ジ
委

員
か
ら
、
ホ

l
ム

ペ
ー
ジ
を
活
用
し

て
役
に
立
っ
た
事

な
お
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
の
参
考
に
、
過

去

一
年
間
の
会
報
を
各
テ
ー
ブ
ル
に
配
付
。

ま
た
、

会
場
内
に
パ
ソ
コ

ン

5
台
を
設
置

し
、
休
憩
時
間
中
に
ホ

l
ム
ペ
l
ジ
を
閲

覧
出
来
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

ま
た
会
場
の
壁
面
に
東
法
連
の
新
作
ポ
ス

タ
ー
を
貼
付
し
参
加
者
に
披
露
し
ま
し
た
。

広報委員会一手作りの会報誌をアピール。
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説
明
と
参
加
協
力
・
賞
品
提
供

の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

他
の
社
会
貢
献
活
動

(U
福
祉

バ
ザ

l
の
協
賛
・
さ
く
ら
ま
つ

り
へ
の
出
展
)
に
つ
い
て
は
、

村
松
特
別
委
員
長
が
紹
介
し

ま
し
た
。

国
青
年
部
会

荒
江
部
会
長
か
ら
壇
上
の

役
員
を
紹
介
、
そ
し
て
部
会
独

自
の
事
業
、
女
性
部
会
と
の
合

に
つ
い
て
報
告
の
後
、
部
会
長
と
し
て
の

同
事
業
、
親
会
事
業
へ
の
参
画

写真上)社会貢献特別委員会・・法人会と市民を繋ぐ活動として。

(写真下)青年部会 ー柔軟な活動から新しし、発想を期待。

-
社
会
貢
献
特
別
委
員
会

村
松
特
別
委
員
長
か
ら
会
報
初
号
に

掲
載
さ
れ
た
社
会
貢
献
活
動
に
つ
い
て
紹

介
の
後
、
細
野
原
町
田
第

一
地
区
会
長
兼

道
路
美
化
活
動
総
括
副
責
任
者
か
ら
、
清

掃
に
関
わ
る
事
例
の
紹
介
と
引
続
き
今
後

の
協
力
の
お
願
い
が
あ
り
ま
し
た
。
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
に
つ
い
て
は
、
今
年
度

競
技
委
員
長
を
担
当
し
た
志
水
忠
生

・山

崎
地
区
会
長
か
ら
大
会
開
催
の
具
体
的
な

積
極
的
な
今
後
の
活
動
姿
勢
を
示
さ
れ
ま

し
た
。
田
中
会
計

・広
報
担
当
か
ら
は

〈青

年
タ
イ
ム
ズ
〉
の
編
集

・
発
行
に
つ
い
て

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

-
女
性
部
会

坂
田
部
会
長
が
参
加
出
来
な
か
っ
た
た

め
、
高
橋
副
部
会
長
が
挨
拶
、
続
い
て
壇

上
の
役
員
の
紹
介
と

U
年
度
実
績
の

一

泊
研
修
会
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

若
林
副
部
会
長
か
ら
新
年
会
及
、
び

4
地

区
別
に
実
施
し
た
懇
談
会
の
成
果
に
つ
い

て
、
内
田
副
部
会
長
か
ら
は
講
習
会
〈
元

気
の
出
る
カ
ラ

i

コ
l
デ
ィ
ネ
l
ト
〉
か

ら
色
の
特
徴
に
つ
い
て
詳
細
な
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
青
戸
副
部
会
長
か
ら
は
、

青

梅
法
人
会
女
性
部
会
と
の
交
流
会
に
つ
い
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役員一治セミナーにβア名参加
委員会・部会が活動内容を発表

て
紹
介
の
後
、
最
後
に
高
橋
副
部
会
長
よ

り
目
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
発
表

が
あ
り
ま
し
た
。

-
総
務
委
員
会

田
中
委
員
長
の
ユ

ー
モ

ア
た
っ
ぷ
り
の

挨
拶
の
後
、
壇
上
の
村
松
・木
目
田

・大
川・

植
木

・平
本
・村
田
各
副
委
員
長
を
紹
介
。

総
務
委
員
会
は
諸
規
定
に
関
す
る
事
項
、

予
算
案
・
決
算
案
の
作
成
に
関
す
る
事
項
、

事
務
局
に
関
す
る
事
項
、
他
に
属
さ
な
い

事
項
と
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
状
況
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
の
懇
親
会
の

進
行
も
総
務
委
員
会
の
担
当
範
囲
で
、
田

中
委
員
長
を
中
心
に
副
委
員
長
の
皆
さ
ん

は
最
後
ま
で
大
奮
闘
し
て
い
ま
し
た
。

総務委員会・・・裏方として法人会を支える。

最
後
に
本
年
度
の
役
員
改
選
に
伴
な
い
、

八
木
会
長
よ
り
各
地
区
会
ご
と
に
委
嘱
状

の
授
与
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
第
二
部

の
懇
親
会
は
予
定
ど
お
り
四
時
か
ら
実

施
さ
れ
、
参
加
者
全
員
が
浴
衣
姿
で
本
音

で
語
り
合
う
有
意
義
な

〈箱
根
の
ひ
と
と

き
〉
と
な
り
ま
し
た
。

会場に設置したパソコンでホームページを閲覧。



地区会の
、通斗イ

《小
山
地
区
会
パ
ス
研
修
会
〉

「
熱
海
海
上
花
火
大
会
見
物
」

8
月

5
日
、
小
山
地
区
会
で
は
昨
年
に

続
き
今
回
も
熱
海
の
花
火
大
会
見
物
を
実

施
し
ま
し
た
。

天
気
も
上
々
で
パ
ス
も
順
調
に
走
り
、

大
勢
の
参
加
者
で
車
中
は
最
高
の
雰
囲
気

と
な
り
ま
し
た
。
早
速
研
修
ビ
デ
オ
を
上

映
。〈
ひ
ょ
っ
こ
り
ひ
ょ
う
た
ん
島
〉
を
モ

デ
ル
に
し
た
税
つ
て
な
ん
だ
ろ
う
と
い
う

ビ
デ
オ
を
加
分
ほ
ど
見
た
後
、
福
祉
バ
ザ

ー
へ
の
物
品
の
協
力
な
ど
の
お
願
い
を
し

ま
し
た
。

た
い
し
た
渋
滞
も
な
く
、
予
定
よ
り
早

く
ホ
テ
ル
ヘ
到
着
。
我
々

一
行
を
歓
迎
し

て
い
た
だ
き
、
参
加
者
も
笑
顔
の
こ
ぼ
れ

る
な
か

一
風
呂
浴
び
疲
れ
を
癒
し
た
後
、

夕
食
と
カ
ラ
オ
ケ
で
楽
し
み
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
お
待
ち
兼
ね
の
花
火
で
す
。

ホ
テ
ル
屋
上
に
設
け
ら
れ
た
見
物
席
に
腰

を
お
ろ
し
、
約

1
時
間
却
分
の
打
ち
上

げ
花
火
に
感
激
し
ま
し
た
。
会
場
内
か
ら

興
奮
の
あ
ま
り
「
玉
屋
」
「
鍵
屋
」
の
歓
声

が
響
き
、
夏
の

一
夜
の
良
き
思
い
出
と
な

り
ま
し
た
。
事
故
も
な
く
全
員
町
田
へ
帰

着
出
来
、
幸
い
で
し
た
。

(
鈴
木
賢
二

〈学
園
・
大
谷
地
区
会
パ
ス
研
修
会
〉

ち
り
ん
ご
狩
"
と
奥
田
光
滝
め
ぐ
り
ケ

川

i
¥
門
川

W
恥

九

戸

紅
葉
に
は
ま
だ
少
し
早
い
叩
月
初
日
、

お
名
を
乗
せ
た
パ
ス
は
奥
日
光
へ
向
け

て
出
発
し
ま
し
た
。
研
修
と

い
う
こ
と
で

車
中
税
に
関
す
る
ビ
デ
オ
を

2
本
見
て
、

と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

沼
田
イ
ン
タ
ー
を
下
り
て
か
ら
暫
ら
く

し
て
り
ん
ご
狩
り
の
農
園
に
着
き
、
昼
食

と
り
ん
ご
狩
り
を
し
て
、
お
土
産
に
り
ん

ご

6
個
を
頂
き
ま
し
た
。

も
み
じ

さ
す
が
に
奥
日
光
ま
で
来
る
と
紅
葉
や

か
-

A

で
楓
が
色
づ
き
、
紅
葉
が
始
ま
り
か
け
た
秋

の
気
配
が
す
る
中
、
ま
ず
予
定
に
は
な
い

吹
割
の
滝
を
見
学
。
吸
い
込
ま
れ
そ
う
な

滝
の
勢
い
に
圧
倒
さ
れ
、
次
に
女
滝
と
呼

ば
れ
て
い
る
湯
滝
へ

。
自
然
に
固
ま
れ
た

中
を
走
る
滝
は
情
緒
が
あ
り
、
心
が
癒
さ
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れ
る
感
じ
が
し
ま
し
た
。
次
の
男
滝
と
呼

り

P
ヲ
ず

ば
れ
て
い
る
竜
頭
の
滝
は
力
強
く
、

最
後

に
勇
壮
な
華
厳
の
滝
を
見
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
遣
う
趣
の
滝
を
見
学
し
、
華

厳
の
滝
は
と
て
も
有
名
だ
け
ど
、
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
な
い
絶
景
が
た
く
さ
ん
あ
り
、

日
本
も
ま
だ
ま
だ
捨
て
た
も
の
で
は
な
い

と
思
い
ま
し
た
。
帰
り
は
渋
滞
に
も
め
げ

ず
車
中
は
和
気
あ
い
あ
い
と
話
も
は
ず
み
、

と
て
も
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
楽

し
い

一
日
と
な
り
ま
し
た
。

(
犠
野
利
彦
)

《相
原
地
区
会
パ
ス
研
修
会
〉

「
小
江
戸
川
越
歴
史
散
策
の
旅
」

湯滝園地にて、学園・大谷地区会の皆さん。

日
月

2
日
連
休
の
な
か
日
、
幻
名
の

参
加
で
パ
ス
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

日
月
と
は
思
え
な
い
よ
う
な
暑
い
く

ら
い
の
陽
気
で
観
光
日
和
に
恵
ま
れ
、
パ

ス
の
中
で
は
早
々
に
飲
み
物
や
お
菓
子
が

配
ら
れ
、
宴
会
気
分
に
な
る
前
に
ビ
デ
オ

と
ク
イ
ズ
で
お
勉
強
。
叩
問
の
ク
イ
ズ
を

真
剣
に
考
え
答
え
合
わ
せ
で
は
「
ア
l
残

念
」
「
ゃ
っ
た

l
」
な
ど
た
い
へ
ん
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

川
越
喜
多
院
に
は
渋
滞
に
は
ま
っ
て
し

ま
い
予
定
よ
り
遅
れ
て
到
着
。
春
日
野
局

の
部
屋
や
五
百
羅
漢
な
ど
現
地
の
方
の
詳

し
い
説
明
を
聞
き
な
が
ら
見
学
し
ま
し
た
。

午
後
か
ら
も
歩
い
て
本
丸
御
殿
か
ら
時
の

鐘
、
蔵
造
り
資
料
館
な
ど
見
学
。
連
休
な

の
で
狭
い
道
路
に
人
が
溢
れ
て
い
て
、
説

明
も
聞
き
取
り
に
く
か

っ
た
り
し
て
ち
ょ

っ
と
残
念
で
し
た
。
菓
子
屋
横
丁
で
自
由

行
動
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
お
土
産
を
買
っ

た
り
お
茶
を
し
た
り
し
て
歴
史
の
街
川
越

を
後
に
し
ま
し
た
。

(中
島
祐
治
)

〈中
町
地
区
会
パ
ス
研
修
会
V

明
造
幣
局
見
学
定
横
浜
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
」

い

え

札

9
1、

埼

み

や

町

内

吉

、

pv

日
月
四
日
、
必
名
の
参
加
で
町
田

一

中
前
を
出
発
。
早
速
パ
ス
の
中
で
は
税
金

ク
イ
ズ
を
実
施
し
ま
し
た
。
叩
問
中
全
問

正
解
が

1
名
い
て
日
頃
の
注
意
度
が
試

さ
れ
ま
し
た
。

第

一
目
的
地
造
幣
局
の
東
京
支
局
で
は
、

「
貨
幣
」
「
プ
ル
l
フ
貨
幣
セ
ッ
ト
」
「
勲
章
、

金
属
工
芸
品
」
「
貴
金
属
地
金
の
品
位
証
明
」

な
ど
製
造
と
証
明
を
行
っ
て
い
る
と
の
こ

と
で
、
日
頃
見
る
こ
と
の
出
来
な
い
手
作

業
と
工
程
を
見
学
し
ま
し
た
。

次
は
椿
山
荘
で
の
バ
イ
キ
ン
グ
の
昼
食

と
庭
園
散
策
。
二
万
坪
の
敷
地
の
自
然
を

生
か
し
て
造
成
さ
れ
た
と
あ
っ
て
、
見
る

者
に
違
和
感
を
与
え
な
い
素
晴
ら
し
い
庭

園
で
し
た
。
そ
こ
か
ら
都
庁
跡
地
に
出
来

た
東
京
国
際
フ

ォ
ー
ラ
ム
内
に
あ
る
相
田

み
つ
を
美
術
館
へ

。
「夢
は
で

っ
か
く
、
根

N 0 . 8 1 報d合h
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は
ふ
か
く
」
の
言
葉
に
う
な
ず
き
な
が
ら

次
の
目
的
地
へ
向
か
い
ま
し
た
。

途
中
ガ
イ
ド
さ
ん
よ
り
お
壕
の
橋
の
説

明
が
あ
り

「竹
橋
」
は
徳
川
家
康
が
入
城

の
折
に
、
竹
で
編
ん
だ
橋
だ

っ
た
こ
と
か

ら
「
竹
橋
」
と
名
付
け
ら
れ
た
と
の
こ
と

で
し
た
。

夕
暮
れ
時
の
横
浜
、
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
が

幻
想
的
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
ま
し

た
。今

回
は
都
心
で
歴
史
を
偲
ば
せ
る
物
に

出
会

い
ま
し
た
。
造
幣
局
の
古
銭
、
椿
山

椿山荘にて、中町地区会の皆さん。

荘
の
庭
園
、
東
京
国
際
フ
ォ

ー
ラ
ム
の
太

田
道
観
像
、
お
壕
の
橋
の
由
来
等
、
東
京

の
歴
史
を
垣
間
見
な
が
ら

一
日
を
過
ご
し

ま
し
た
。
最
後
は
横
浜
み
な
と
み
ら
い
の

ネ
オ
ン
に
見
送
ら
れ
な
が
ら
帰
路
に
着
き

ま
し
た
。

(宮

和
子
)

《本
町
田
地
区
会
パ
ス
研
修
会
〉

「
は
と
パ
ス
で
行
く
夜
の
東
京
見
学
」

今
回
は
い
つ
も
と
志
向
を
変
え
て
、

日

月
ロ
日
午
後

4
時
に
都
内
ヘ
向
け
て
出

発
。夕

暮
れ
の
東
京
タ
ワ
ー
か
ら
の
夜
景
を

楽
し
ん
だ
後
、
お
台
場
で
自
由
散
策
。
こ

ち
ら
か
ら
の
レ
イ
ン
ボ
ー
ブ
リ

ッ
ジ
や
東

京
タ
ワ

l
の
夜
景
も
ま
た
素
晴
ら
し
い
も

の
で
し
た
。

夕
食
は
和
倉
の
名
旅
館
「
加
賀
屋
」
の

有
明
屈
に
て
、
能
登
の
旬
の
昧
覚
を
堪
能

し
満
足
し
た
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

(
露
木

賓
)

〈原
町
田
第

一
・第
二
地
区

合
同
パ
ス
研
修
会
》

「
古
都
鎌
倉
め
ぐ
り
と
会
席
膳
」

ま
ず
ま
ず
の
お
天
気
に
恵
ま
れ
た
日

月
日
日
、
定
員
組
名
に
て
定
刻
に
出
発
。

行
き
先
は

「
い
ざ
、
鎌
倉
!」
。

両
地
区
会
長
の
挨
拶
、
車
中
ビ
デ
オ
研

修
、
難
し
か

っ
た
税
金
ク
イ
ズ
等
を
し
て

い
る
う
ち
に

「は
や
、
長
谷
寺
1
・」
。

あ
い
に
く
本
殿
遷
座
祭
の
準
備
に
て
、

.18 
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地区会の

イポぶト
本
社
殿
ま
で
上
が
れ
な
か
っ
た
鶴
岡
八
幡

宮
で
「

一
同
、
は
い
チ
1
ズ

!
」。

お
昼
の
会
席
膳
を
ゆ
っ
く
り
堪
能
し
た

の
ち
、
円
覚
寺

・建
長
寺
と
引
き
続
き
古

利
め
ぐ
り
で
「
も
う
、
饗
銭
切
れ
!
」
。

小
町
通
り
の
散
策
・
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
の

オ
マ
ケ
付
き
で
、
み
な
さ
ま
大
満
足
の
「
ウ

ン
十
年
ぶ
り
の
、
遠
足
?
」
で
し
た
。

細
野
敏
雄ベ叩¥

鶴岡八幡宮にて原町田地区会の皆さん。

13名参加

27名参加

14名参加

7名参加

20名参加

14名参加

13名参加

14名参加

16名参加

18名参加

28名参加

町田経理専門学校

法人会事務局

相原まちづ くり相談所

法人会事務局

岡田屋会議室

原町田四丁目第一町内会館

南町田会館

イトーハウジング

富士交通会議室

町田会館

夢工房

。中町地区会 8/20 

0森野地区会 8/26 

0相原地区会 10/1 

0原町田第二地区会 10/7 

0金森・高ヶ坂地区会 10/10 

0原町田第一地区会 10/23 

0鶴間地区会 10/28 

0学園・大谷地区会 11/11 

0鶴川第三地区会 11/20 

0鶴川第二地区会 11/26 

0成瀬第一、第二地区会 11/27

誓書

N 0 . 8 1 報d岳、
Z玄

各
地
区
会
で
税
務
研
修
会
を
開
催
し

ご
近
所
だ
か
ら
気
軽
に
参
加

「
平
成
句
年
度
税
制
改
正
の
あ
ら
ま
し
」

人法回19・ 町



立IZT、
口μyi

青年部会・女性部会・合同公開講演会

『どうなるこれからの日本の政治と経済J

平

成

市

年

叩

月

6
日
午
後

5
時
よ

り
、
ラ
ポ
ー
ル
干
寿
閣
に
於
い
て
青
年
部

会
・
女
性
部
会
合
同
事
業
の
講
演
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
八
木
会
長
は
じ
め
親
会
役

員
と
両
部
会
員
、
一
般
市
民
の
参
加
も
あ

り
当
日
は
印
余
名
の
参
加
者
に
て
盛
大

に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
演
の
内
容
は
、
衆
議
院
解
散
が
さ
し

迫
る
中
、
日
本
道
路
公
団
の
藤
井
総
裁
が

石
原
国
土
交
通
省
大
臣
に
辞
表
提
出
を
迫

ら
れ
た
こ
と
に
対
し
拒
否
を
表
明
し
た
当

日
で
あ
っ
た
た
め
、
橋
本
氏
も
講
演
に
熱

が
入
り
、
予
定
時
間
を
超
え
る
ほ
ど
活
気

あ
ふ
れ
る
内
容
で
、
参
加
者
も
講
演
に
引

き
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

講
演
の
内
容
は
と
い
う
と
、
熱
気
溢
れ

る
口
調
に
話
は
あ

っ
ち
へ

飛
ん
で
は
引
き

戻
し
、
こ

っ
ち
に
飛
ん
で
は
引
き
戻
し
と
、

聞
い
て
い
る
立
場
に
す
れ
ば
面
白
い
話
で

し
た
が
、

要
約
す
れ
ば
以
下
の
よ
う
な
内

容
だ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

①
小
泉
首
相
が
何
故
自
分
勝
手
な
人
事

政
策
が
出
来
る
の
か
。

鎗
小
泉
首
相
は
誰
に
も
恩
と
い
う
借
金
が

但
…ぃ
。

噂
国
民
の
支
持
率
を
パ

ッ
ク

に、

「私
以

外
で
選
挙
に
勝
て
ま
す
か
」
と
い
う
脅
し

を
自
民
党
内
で
ぶ
ち
ま
け
、
抵
抗
勢
力
ま

で
も
取
り
込
ん
で
し
ま
う
。

品輸
色
々
な
情
勢
を
知
ら
な
い
が
故
に
、
誰

も
が
「
あ
っ
!
」

と
い
う
行
動
、
人
事
が
行

v
え
ヲ
Q

。
つ
ま
り
、
。
変
人
々
の
由
縁
を
分
か
り
ゃ

す
く
説
明
し
て
頂
き
ま
し
た
。

②
野
党
に
つ
い
て
は
民
主
・
自
由
合
併
の

裏
事
情
。

犠
こ
の
ま
ま
で
は
自
由
党
は
当
選
出
来
る

候
補
者
が

2
1
3
人
に
激
減
し
て
し
ま

う
。
そ
こ
で
、
小
沢
自
由
党
代
表
は
自
分

を
捨
て
、
名
を
捨
て
て
ま
で
民
主
党
に
吸

収
さ
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
現
存
勢
力
の
温

存
を
図
る
行
動
に
出
た
。

韓
野
党
も
小
泉
首
相
の
〈
ス
カ
っ
と
爽
や

か
〉
政
策
に
国
民
の
目
を
奪
わ
れ
が
ち
な

現
状
を
、
野
党
に
も
向
け
さ
せ
る
算
段
で

.20 法 人会報 N 0 . 8 1 田町



あ
っ
た
。

①
経
済
に
つ
い
て
は
、
〈
シ

ロ
ア
リ
に
食

い
荒
ら
さ
れ
た
金
メ
ッ

キ
の
経
済
〉
と
表

現
さ
れ
、
銀
座
の
高
級
ブ
ラ
ン
ド
シ
ョ
ッ

プ
が
大
繁
盛
す
る

一
方
、
地
方
で
は
櫛
の

歯
が
欠
け
た
よ
う
な
虫
食
い
だ
ら
け
の
商

庖
街
、
大
規
模
庖
舗
が
出
庖
↓
撤
退
の
後

に
残
さ
れ
た
の
は
パ
チ
ン
コ
庖
だ
ら
け
、

と
い
う
状
態
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
を
小
泉

首
相
は
知
ら
な
い
。
知
ら
な
い
が
故
「
構

造
改
革
に
は
痛
み
が
伴
う
」
な
ど
と
無
責

任
な
発
言
を
す
る
始
末
。
失
職
者
や
家
族

の
事
を
考
え
れ
ば
出
な
い
言
葉
だ
と
手
厳

し
い
指
摘
も
あ
り
ま
し
た
。

総
括
す
る
と
、
「
今
の
政
治
家
は
明
治

の
政
治
家
を
見
習
っ
て
〈
自
分
を
捨
て
る
〉

政
治
家
を
目
指
せ
よ
「
国
民
は
政
治
家
を

選
ぶ
基
準
を
〈
自
分
達
に
何
を
し
て
く
れ

る
か
〉
で
は
な
く
〈
日
本
の
た
め
に
ど
の

よ
う
な
仕
事
を
し
て
く
れ
る
か
〉
を
基
準

に
選
ぶ
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
」

詰
ま
る
と
こ
ろ
、
「
国
が
自
分
に
何
を
し

て
く
れ
る
か
で
は
無
く
、
自
分
が
国
に
対

し
何
が
出
来
る
か
」
と
い
う
、
あ
た
か
も

ケ
ネ
デ
ィ
元
ア
メ
リ
カ
大
統
領
の
演
説
を

聞
い
て
い
る
か
の
様
で
し
た
。

こ
の
こ
と
を
念
頭
に
置
き
、
我
々
法
人

会
々
員
だ
け
で
な
く
非
会
員
の
皆
様
に
も

こ
の
考
え
を
広
め
て
い
た
だ
き
、
日
本
の

政
治
・
経
済
の
早
期
回
復
、
正
常
化
に
期

待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

(
青
年
部
会

席自

雅
也
)

まば分は自
しこか 上治
たのれ流会

吸 ぷと 品
向:::c 寸て す一

宮 き、!生

2缶立な
約空 ら年ボ
940 - ，~ そ岸 l
k ノ れ凶イ

ト キヲ円、ぞ l ス

Z Tれ!!?カ
回 I卜 3 。 ウ
収 '¥班作卜
し たに業や

青年部会・境川クリーンアッフ。作戦

境川クリーンアッフ。作戦に参加
空き缶・ペットボトルなど940kgを回収

主
円
年
部
会
で
は
、

社
会
貢
献
活
動
と
し

て

9
月
7
日
に
行
わ

れ
た
〈
第

3
回
境
川

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
〉

に
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
境
川

の
清
掃
を
町
田
市
・相

模
原
市
の
市
民
が
共

同
で
行
い
、
川
を
大
切

に
す
る
心
を
育
み
、
環

境
美
化・
保
全
へ
の
取

り
組
み
と
地
域
の
ま

ち
消つ
く
り
を
進
め
る

こ
と
を
目
的
に
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

参
泊
さ
れ
た
方
々
は
、

N 0 . 8 1 報..6. 
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部会
使

水
広
場
〉
か
ら
森
野

〈
幸
延
寺
橋
〉
問
の
左

岸
を
担
当
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

川
を
き

れ
い
に
し
た
と
言
う
満
足
感
も
あ
り
大
変

い
い
気
持
ち
で
し
た
。

主
催
は
両
市
の
青
年
会
議
所
は
じ
め
ボ

ー
イ
ス
カ
ウ
ト
や
環
境
団
体
な
ど
で
組
織

さ
れ
た
境
川
ク
リ
ー
ン
ア

ッ
プ
作
戦
実
行

委
員
会
。
準
備
段
階
で
は
普
段
接
す
る
こ

と
の
無
い
環
境
N
G
O
と
の
交
流
も
あ
り
、

良
い
刺
激
に
な
り
ま
し
た
。

各班ごとに分かれ、諸注意や行動計画を説明する。

女性部会・税務研修会

「税務研修会及び税務懇談会」

od
月
初

日
事
務
局
に

お
い
て
、

μ
名
の
参
加
者
で

研
修
会
と
署
幹
部
と
の
懇

談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
税

務
研
修
会
で
は
、
椎
野
上
席

審
理
官
か
ら
「
平
成
日
年
度

税
制
改
正
の
あ
ら
ま
し
」
と

題
し
て
、
特
に
相
続
税
、
贈

与
税
の
新
し
い
制
度
や
消

費
税
を
含
め
た

価
格
の
表

示
の
仕
方
な
ど
、
特
に
係
わ

り
が
多
い
点
に
つ
い
て
詳

し
く
説
明
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

懇
談
会
は
、
菅
沼
署
長
、

稲
嶋
副
署
長
、
敦
賀
屋
統
括

官
を
お
迎
え
し
て
、
女
性
部
会
担
当
の
尾

辻
副
会
長
の
挨
拶
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

署
幹
部
の
方
の
自
己
紹
介
は
、

出
身
地

か
ら
今
ま
で
の
経
歴
な
ど
楽
し
く
話
さ
れ
、

部
会
員
の
自
己
紹
介
は
会
社
の

P
R
な

ど
含
め
て
と
て
も
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た

雰
囲
気
で
進
み
ま
し
た
。

最
後
に
敦
賀
屋
統
括
官
か
ら
、
申
告
事

情
か
ら
見
る
町
田
の
経
済
状
況
を
詳
し
く

伺
い
と
て
も
た
め
に
な
る
研
修
会

・懇
談

会
と
な
り
ま
し
た
。

(
坂
田
弘
子
)

私"，;;'
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人+
広回町



源
泉
部
会
・
パ
ス
研
修
会

「
造
幣
局
見
学
と
浅
草
演
芸
ホ
l
ル」

日

月

2
日
、
今
年
も
問
税
会
と
合

同
で
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者

M
名
を
乗
せ
た
パ
ス
は
都
内
へ
向
け
て

出
発
。
早
速

叩
問

O
×
方
式
の
税
金
ク
イ

ズ
で
頭
を
ひ
ね
り
、
自
主
申
告
に
よ
る
答

え
合
わ
せ
。
残
念
な
が
ら
全
問
正
解
者
は

ゼ
ロ
で
し
た
が
、

さ
す
が
に

9
問
正

解
者
が

3
人
お
り

ま
し
た

。
杉
山
会

長
か
ら
後
で
特
別

プ
レ

ゼ
ン
ト
の
贈

呈
が
あ
り
ま
し
た
。

パ
ス
は
都
内
へ

と
進
ん
で
行
く
と
、

か
わ
い
い
パ
ス
ガ

イ
ド
さ
ん
が
観
光

名
所
や
、
新
名
所

に
つ
い
て
詳
し
く

説
明
し
て
く
れ
、

い
つ
も
通
り
過
ぎ

源泉部会と町田関税会の皆さん。

て
し
ま
う
建
物
な
ど
に
あ
ら
た
め
て
感
心

し
ま
し
た
。

造
幣
局
東
京
支
局
は
、
プ
ル

l
フ
貨
幣

セ
ッ
ト
や
勲
章
・
金
属
工
芸
品
の
製
造
な

ど
を
主
に
行

っ
て
い
ま
す
。。
フ
ル

l
フ
貨

幣
や
勲
章
な
ど
は
特
殊
な
技
術
を
用
い
て

い
る
た
め
、
特
に
念
入
り
に
熟
練
し
た
職

員
の
手
に
よ
り
製
造
し
て
い
る
と
こ
ろ
を

硝
子
ご
し
に
見
学
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。次

は
お
楽
し
み
の
椿
山
荘
で
の
昼
食
。

6
階
の
眺
め
の
よ
い
部
屋
で
の
和
食
洋

食
の
バ
イ
キ
ン
グ
は
ゆ

っ
た
り
と
し
た
雰

囲
気
で
美
味
し
く
項
き
、
食
後
の
庭
園
散

歩
も
含
め
て
と
て
も
満
足
な
昼
食
と
な
り

ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
浅
草
演
芸
ホ

l
ル
に
て

落
語
や
漫
談
で
お
笑
い
の
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
、
浅
草
寺
を
お
参
り
し
て
夕
刻
の
迫

る
東
京
を
パ
ス
の
中
か
ら
見
な
が
ら
帰
途

に
つ
き
ま
し
た
。

6
日
の
説
明
会
で
は

U
名
が
参
加
さ
れ
、

日
日
か
ら
の
三
者
共
催
の
説
明
会
で
は

延
側
名
の
参
加
が
あ
り
、
参
加
者
総
数
は

師
名
に
な
り
ま
し
た
。

源泉部会・説明会年末調整等

1600名を超す参加、年末調整等説明会」

今

年

も
税
務
署

・

市
役
所
・
法

人

会

の

三

者
が
共
催
で
給
与
所
得
の
年

末
調
整
の
仕
方
と
法
定
調
書

等
の
提
出
に
関
す
る
説
明
会

を

日
月
日
日
か
ら
四
日
ま

で

5
回
に
わ
た
り
開
催
し

ま
し
た
。

源泉部会の大沢部会長。

こ
れ
に
先
立
ち
、
日
月

6

日
に
は
法
人
会
の
源
泉
部
会

員
を
対
象
に
八
千
代
銀
行
町

田
支
屈
の
会
議
室
で
同
様
の

説
明
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
ち
ら
の
会
場
で
は
、

参
加

者
に
大
蔵
財
務
協
会
発
行
の

『年
末
調
整
の
し
か
た
』
が

無
料
で
配
布
さ
れ
好
評
で
し

た
。

会報 N 0 . 8 1 人法国23・ 町
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法
人
会
の
講
習
会
は
、
会
社
経
営
の
現

場
で
活
か
せ
る
内
容
と
し
て
、
簿
記
講
習

会
や
申
告
書
の
書
き
方
説
明
会
、
パ
ソ

コ

ン
講
座
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
会
員

向
け
の
講
習
会
と
し
て
、
有
料
の
講
座
で

も
低
額
で
お
こ
な
い
、
参
加
者
か
ら
は
好

評
を
頂
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
決
算
期
を
迎
え
る
法
人
を
対
象

と
す
る
決
算
法
人
税
務
説
明
会
や
、
新
た

に
法
人
を
設
立
さ
れ
た
方
を
対
象
と
す
る

新
設
法
人
税
務
説
明
会
は
、
町
田
税
務
署

と
共
催
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

気
軽
に
質
問
で
き
て
・
・
.

日
頃
の
疑
問
に
も
対
応

簿
記
講
習
会
は
、
簿
記
の
基
礎
知
識
を

習
得
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま

す
。
仕
訳
の
仕
方
か
ら
元
帳
の
記
入
、
財

務
諸
表
(
決
算
書
)
の
作
成
と
見
方
ま
で

実
務
レ
ベ
ル
で
役
立
つ
内
容
で
す
。

元
帳
へ
の
転
記
や
集
計
な
ど
、

簿
記
の

流
れ
に
沿

っ
た
処
理
を
手
作
業
で
お
ぼ
え

る
[
実
務
簿
記
講
習
会
]
と
、
パ
ソ
コ
ン
を

使
っ
た
会
計
処
理
の
誤
り
や
す
い
点
も
説

明
す
る
[
パ
ソ

コ
ン
簿
記
講
習
会
]
の
ふ

た
つ
が
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
の
講
習
会
も
東
京
税
理
士
会
町

田
支
部
所
属
の
税
理
士
が
担
当
さ
れ
、
日

頃
会
計
処
理
で
迷
っ
た
こ
と
や
疑
問
点
の

質
問
が
気
軽
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

第
初
回
初
心
者
の
た
め
の

実
務
簿
記
講
習
会

9
丹
市
日
か
ら

什
月
加
日

(
叩
匝
)

延
べ
参
加
数
行
名

修
了
者
名
簿

(
8
名

敬

称

略
)

高

梨

雅

子

(有
二

力

大(〈
ロ
ま
き
子

(
株
)
大
(
〈
ロ設
計
事
務
所

工
藤
恵
美
子

(株
)
ラ
テ
ィ
ッ
シ
ュ

菅

直

樹

(株
)
内
藤
電
誠
町
田
製
作
所

大

屋

隆

之

(株
)
成
和

北

中

恵

(有
)
北
中
左
官
庖

加

藤

和

桔

(企
)
M
R
C
サ
ー
ビ
ス

土
方
圭
以
子

(株
)
ア
|
キ
テ

ツ
ク
建
築
研
究
所

.24 N 0 . 8 1 報-">. 
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品
購

-
受
講
者
の
声
・

0
講
師
の
声
も
ハ

ッ
キ
リ
し
て
聞
き
取
り
ゃ
す

か
っ
た
。
O
貸
借
対
照
表
や
損
益
計
算
書
の
記
入

の
し
か
た
な
ど
全
般
を
学
習
で
き
た
ら
と
思
っ

て
い
ま
す
。
(初
回
)

O
手
形
や
掛
取
引
に
つ
い
て
は
よ
く
わ
か
り
ま

し
た
が
、
支
払
手
数
料
に
つ
い
て
は
今
一
つ
わ
か

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
(3
回
目
)

O
雇
用
保
険
料
は
定
期
代
を
含
め
た
額
か
ら
算

出
し
、
所
得
税
は
除
い
て
税
額
を
出
す
な
ど
ち
ょ

っ
と
戸
惑
い
ま
し
た
。
(4
回
目
)

O
少
し
ず
つ
経
費
の
内
容
が
わ
か
り
面
白
く
な

っ
て
き
ま
し
た
。
O
損
金
不
算
入
、
固
定
資
産
の

有
形
無
形
な
ど
、
難
し
い
言
葉
が
た
く
さ
ん
出
て

き
ま
し
た
。
(5
回
目
)

O
繰
延
資
産
は
、
内
容
は
理
解
出
来
ま
し
た
が
実

際
に
ど
の
よ
う
に
仕
訳
す
る
の
か
が
解
か
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
。
棚
卸
し
の
仕
方
な
ど
決
算
の
時

に
必
要
な
こ
と
が
判
り
ま
し
た
。
来
年
か
ら
消
費

税
が
関
係
す
る
の
で
、
そ
の
計
算
が
心
配
で
す
。

(6
回
目
)

。
消
費
税
の
仕
組
を
知
る
こ
と
が
で
き
良
か

っ

た
で
す
。
(9
回
目
)

O
丁
寧
に
教
え
て
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
経
理
を
は
じ
め
て
ま
だ
半
年
で
す
が
基
本

的
な
こ
と
を
理
解
し
ま
し
た
。
O
数
字

っ
て
こ
ん

な
に
役
に
立
つ
の
だ
と
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

(
最
終
回
)

第
7
回
パ
ソ
コ
ン
簿
記
講
習
会

9
月

M
日
ーか
ら
竹
月

5
J日
(
7
回
)

延
べ
参
加
数

20 
名

修
了
者
名
簿

(
3
名
敬
称
略
)

大

畠

信

哉

(株
)
パ
ネ

ッ
ト
・
ラ
ボ

井

上

陽

子

(有
)
日
経
産
業

河
村
優
子
社
会
保
険
労
務
士
法
人
ジ
ャ
パ

ン
・
パ
1

ソ
ネ
ル
・
サ
ポ
ー
ト

-
受
講
者
の
声
・

0
あ
っ
と
言
う
聞
の

7
週
間
で
し
た
。
全
体
像

が
少
し
見
え
て
き
ま
し
た
が
、
実
務
上
で
活
か
す

に
は
も

っ
と
経
験
が
必
要
で
す
。
今
年
の
決
算
か

ら
頑
張
り
ま
す
。
(最
終
回
)

申
告
書
を
自
分
で
作
成
し
て
み
よ
う
!

申
告
書
の
書
き
方
説
明
会
を
開
催

日
月
日
日
、
法
人
会
事
務
局
に
お
い
て

法
人
税
申
告
書
の
書
き
方
説
明
会
を
実
施

し
ま
し
た
。

こ
の
説
明
会
の
目
的
は
、
決
算
書
を
作

成
し
た
会
員
企
業
が
申
告
書
を
自
社
(
自

分
)
で
作
成
出
来
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で

す
。参

加
さ
れ
る
方
に
は
、

2
回
あ
る
い
は

3
回
参
加
さ
れ
る
方
が
多
く
、
毎
回
参
加

を
心
が
け
て
い
る
会
員
さ
ん
も
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
。

-
受
講
者
の
声
・

0
説
例
に
よ
る
確
定
申
告
書
の
書
き
方
は
大
変

具
体
的
で
分
か
り
ゃ
す
く
良
か
っ
た

o
O例
題
の

時
間
を
増
や
し
て
欲
し
い
。

申告書書き方説明会は年3回開催してL、ます。

8 O N 報.6. 
Z玄人j去国25・町



犯
で
も
ま
だ
ま
だ
使
え
ま
す

第

日
期

P
C
ラ
!
ニ
ン
グ
コ
l
ス
は
、

日
月

6
日
か

ら
初
心
者
向
け
の
入
門

コ

ー
ス
、
デ
ジ
カ
メ
活
用
、
年
賀
状
作
成
な

と

7
講
座
を
用
意
し
ま
し
た
。

申
込
み
の
状
況
は
全
体
的
に
不
調
で
す

が
、
参
加
者
は
会
社
や
自
宅
に
あ
る
パ
ソ

コ
ン
を
使
い
た
い
と
い
う
中
高
年
の
方
が

多
く
、
些
細
な
こ
と
で
も
気
軽
に
聞
く
こ

と
が
出
来
る
と
慶
、ば
れ
て
い
ま
し
た
。

次
々
と
新
し
い
ソ
フ
ト
が
発
表
さ
れ
る

な
か
、
限
ら
れ
た
予
算
で
教
材
を
更
新
す

る
の
は
難
し
い
状
況
で
す
。
し
か
し
、
ウ~」£

PC講座では講習内容を増やすべく検討しています。

イ
ン
ド

ゥ
ズ

犯
で
も
ま
だ
ま
だ
使
え
る

機
能
や
知
ら
な
い
機
能
が
あ
る
も
の
で
す
。

ぜ
ひ

一
度
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

第
円
期

P
C
ラ
l
ニ
ン
グ
コ
l
ス

打
月

6
E
か
ら
刊
月
お
日

延
べ
参
加
数
ゆ
名

-
受
講
者
の
声
・

0
短
時
間
な
が
ら
熱
心
に
教
え
て
頂
き
大
変
感

謝
し
て
い
ま
す
。
年
寄
り
な
の
で
、
ま
た
閉
じ
事

を
繰
り
返
し
て
頂
く
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
よ
ろ

し
く
教
え
て
く
だ
さ
い
。
(
全
講
座
を
申
込
み
)

O
宛
名
印
刷
の
設
定
が
難
し
か
っ
た
で
す
。

厚
生
委
員
会
の
活
動
報
告

を
含
む
日
項
目
で
、

所
要
時
間
は
平
均

2
時
間
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
毎

年

2
回
、
そ
れ
ぞ
れ

健
康
が
一
番
!

年
に
一
度
は
健
康
診
断
を

毎
年

5
月
と

日
月
、
全
日
本
労
働
福

祉
協
会
健
診
セ
ン
タ
ー
の
協
力
に
よ
り

一

日
人
間
ド

ッ
ク
形
式
の
生
活
習
慣
病
健
康

診
断
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
秋
期

も
、
去
る
日
月

4
日・

5
日
の
両
日
、
町

田
市
農
協
忠
生
支
屈
と
ホ
テ
ル
ラ
ポ

l
ル

千
寿
閣
の
会
場
を
借
り
て
実
施
し
ま
し
た
。

費
用
は
コ

l
ス
や
検
査
項
目
に
よ
り
異

な
り
ま
す
が
、

一
般
料
金
と
比
べ
て
約

3

割
安
と
な

っ
て
い
ま
す
。
総
合
コ

l
ス
で

腫
蕩
マ

1
カ
l
検
査
、
超
音
波
検
査
な
ど

.26 

法人会の健康診断は年2回実施してし唆す。
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2
日
間
実
施
す
る

予
定
で
す
。
従
業
員

の
方
の
費
用
は
、
福

利
厚

生

費
と
し
て

認
め
ら
れ
ま
す
。
実

施
の
際
は
そ
の
都
度
、

会
員
の
皆
さ
ん
へ
ご
案
内
致
し
ま
す
の
で

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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取
材
日
記
可
ω
2
0

薬
師
池
周
辺
コ

l
ス

日
月
日
日
、

P
O
P
ピ
ル
横
の
バ
ス
停

か
ら
鶴
川
駅
行
き
の
パ
ス
に
乗
り
、

日
分

ほ
ど
で
今
井
谷
戸
へ
。
パ
ス
を
降
り
、
住

宅
街
を
抜
け
ダ
リ
ア
園
に
着
き
ま
し
た
。

酬
種

5
千
株
も
あ
る
ダ
リ
ア
が
全
身
で

笑
み
を
浮
か
べ
、
来
園
者
に
話
し
か
け
よ

う
と
咲
き
誇
っ
て
い
ま
し
た
。

ダ
リ
ア
園
を
後
に
し
て
、
問
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
坂
を
上
が
り
、
ま
と
ま
っ
た
緑
の
残

る
木
々
達
が
う

っ
そ
う
と
し
た
森
林
浴
に

は
う

っ
て
つ
け
の
場
所
に
鎌
倉
古
道
の
井

戸
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
井
戸
は
、
新
田
義

貞
が
鎌
倉
攻
め
の
軍
を
進
め
る
途
中
、
軍

馬
に
水
を
与
え
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
か
ら
少
し
行
く
と
、
七
国
山
の
見
晴

台
が
あ
り
、
鶴
川
方
面
や
遠
く
に
新
宿
や

品
川
の
ピ
ル
が
了
望
で
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
里
山
風
景
蕎
麦
畑
の
農
道
を
進

み
薬
師
堂
を
参
拝
。
清
浄
な
境
内
の
中
に

は
女
性
部
会
の

俳
句
の
先
生
、
中

村
菊

一
郎
主
宰

の
青
芝
印
周
年

記
念
句
碑
「
眼
を

と
ぢ
て
悌
と
お

な
じ
薫
風
裡
」
が
あ
り
ま
し
た
。
坂
を
下

り
、
薬
師
池
公
園
の
永
井
家

・荻
野
家
へ

。

土
聞
や
囲
炉
裏
、
黒
い
格
子
戸
、
う
す
暗

き
中
の
郷
愁
誘
う
た
た
づ
ま
い
で
し
た
。

わ
ず
か
に
始
ま

っ
た
紅
葉
に
、
池
の
鯉
も

う
れ
し
そ
う
に
泳
、ぎ
私
達
を
迎
え
て
い
ま

し
た
。
そ
し
て
三
橋
園
民
先
生
の
力
作
、

〈平

和
の
像
〉
の
前
で
記
念
写
真
。
石
像
の
大

き
さ
に
感
嘆
し
ま
し
た
。

次
に
閉
園
間
近
の
リ
ス
園
へ

。
大
急
ぎ

で
リ
ス
の
居
る
群
集
の
中
へ
入
る
と
あ
っ

と
い
う
聞
に
リ
ス
に
固
ま
れ
胸
が
ド
キ
ド

キ
。
か
わ
い
い
の
だ
け
れ
ど
体
に
登
ら
れ

た
時
に
は
恐
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

今
日
愁
秋
の

一
日
た
い
へ
ん
良
い
ハ
イ

キ
ン
グ
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
様
な
企
画

薬師池公園にある「平和の像jは三橋

園民先生によるものです。ハイキングコー

スの取材日については事務局宛てお問

い合わせ下さい。A‘ :z:;;; 

し 回を
たに皆
。願様

つ広
つ め

ス多
に く
て の
帰方
途 の
に参
着 加
き を
ま次

人法回

(吉
川
良
子
)
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第
4
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
l
コ
ル
フ
大
会
開
催

間
名
が
参
加
!
チ
ャ
リ
テ
ィ

I
金
額

2
9
2
，
o
o
o円
に

日
月
幻
日
、
秋
晴
の

東
京
国
際
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
で
、
恒
例
と
な

っ
た
第

4
回
チ
ャ
リ

テ
ィ

l
ゴ
ル
フ
大
会
が

同
名
の
法
人
会
会
員

の
参
加
を
得
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
雨
に
な
る

と
い
う
天
気
予
報
が
は

ず
れ
、
長
袖
で
は
暑
い

ほ
ど
の
好
天
の
も
と
、

ア
ウ
ト

・
イ
ン
そ
れ
ぞ

れ
の
第

1
組
が

7
時

お
分
に
ス
タ
ー
ト
、
計

羽
組
に
分
か
れ
て
各

選
手
は
和
気
藷
々
の
中

に
も
真
剣
な
表
情
で
フ

ェ
ア
ウ

エ
l
に
向
か

っ

て
行
き
ま
し
た
。
途
中
、
計

4
箇
所
の
シ

ョ
ー
ト
ホ
l
ル
で
は
ワ
ン
オ
ン
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
が
行
わ
れ
、
皆
さ
ん
の
「
熱
心
な
ご

協
力
」
に
よ
り
合
計

2
9
2
，
o
o
o円

の
浄
財
が
集
ま
り
ま
し
た
。

競
技
は
ス

ト
ロ
ー
ク
プ
レ
イ
、
新
ぺ
リ

ア
方
式
で
行
わ
れ
、
女
子
の
部
で
は
足
立

F
O
 

巻
子
さ
ん
が
グ
ロ
ス
お

・ネ
ッ
ト
丸
、
総

合
の
部
で
は
八
木
司
氏
が
グ
ロ
ス

π
・ネ

.28 N 0 . 8 1 
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/ヘ
に/

ッ
ト
側
と
い
う
好
ス
コ
ア
で
そ
れ
ぞ
れ

優
勝
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ベ
ス
ト
グ
ロ

ス
は
万
と
い
う
素
晴
ら
し
い
ス
コ
ア
で

渡
辺
吉
五
郎
氏
が
達
成
さ
れ
、
こ
の
法
人

会
の
チ
ャ

リ
テ
ィ

l
ゴ
ル
フ
大
会
が
年
々

参
加
者
の
増
加
と
と
も
に
実
力
も
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

競
技
終
了
後
開
催
さ
れ
た
パ

ー
テ
ィ
で

は
、
木
目
田
邦
夫
大
会
実
行
委
員
長
の
進

行
の
も
と
、
八
木
要
大
会
会
長
が
「
本
年

も
皆
様
の
暖
か
い
ご
協
力
を
も
ち
ま
し
て
、

大
き
な
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
が
集
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
法
人
会
の
社
会
貢
献
の
基
金
と
し

て
積
み
立
て
て
、
有
効
に
使
わ
せ
て
項
き

ま
す
。
ま
た
、
今
日
の
大
会
に
あ
た
っ
て

各
会
員
企
業
さ
ん
か
ら
沢
山
の
賞
品
の
協

賛
を
賜
り
ま
し
た
。
重
ね
て
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
」
と
挨

拶
。
志
水
競
技
委
員
長
が
「
景
気
は
相
変

わ
ら
ず
厳
し
い
状
況
で
す
が
、

今
日
の
大

会
で
英
気
を
養
い
、
大
い
に
懇
親
を
深
め

て
明
日
か
ら
の
皆
さ
ん
の
企
業
経
営
の
活

力
の
源
に
し
て
頂
け
れ
ば
幸

い
で
す
。」

と
総
評
を
述
べ
た
あ
と
、
田
中
栄
大
会
副

会
長
の
発
声
で
乾
杯
。
入
賞
者
の
表
彰
に

移
る
と
、
悲
喜
こ
も
ご
も
の
談
笑
の
輪
が

あ
ち
こ
ち
に
咲
き
、
液
晶
テ
レ
ビ
や
自
転

車
、
掃
除
機
な
ど
大
き
な
賞
品
を
両
手
い

っ
ぱ
い
に
抱
え
な
が
ら
、
来
年
の
再
会
を

約
し
て
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

懇親会で進行を務める木目田実行委員長。

主な入賞者

機鱗鱒機機綴機機級機級機
優勝 八木 司 G77 N68.6 

準優勝足立潤三郎 G79 N70.6 

31立 松戸勇 G92 N71.6 

機機鯵懇務綴綴綴緩綴機絡機機
優勝 足立 巻子 G83 N74.6 

準優勝佐々木訓江 G106 N78.4 

3位 大内 涼枝 G115 N82.6 

機機綴織鱗機綴後綴緩緩級機援護
渡辺吉五郎 OUT41 IN34 Total75 

受賞者に会長から賞品が手渡されました。
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社
協
主
催
の

福
祉
バ
ザ
i
に
共
催

今
年
の
福
祉
パ
ザ

l
(
主

催

町

田

市

社
会
福
祉
協
議
会
)
は
、

9
月

6
日
残
暑

き
び
し
い
中
、
ぽ
っ
ぽ
町
田
に
て
実
施
さ

れ
大
盛
況
の
内
に
終
了
し
ま
し
た
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
6
月
の
始
め
よ
り

品
物
の
提
供
を
お
願
い
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
各
地
区
会
長
を
は
じ
め
青
年
部
会

・

女
性
部
会
の
担
当
役
員
の
方
々
に
は
、
提

供
品
の
収
集
、
値
付
け
、
販
売
と
大
変
ご

支
援
と
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
。
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

9
月
ロ
日
、
八
木
会
長
と
町
田
市
社
会

福
祉
協
議
会
に
伺
い
、

町
田
法
人
会
会
員

会員さん、役員さんの善意で212，738円の浄財が集まりました。

の
善
意
の
売
上

2
1
2
，7
3

8
円
を
お

渡
し
し
て
来
ま
し
た
。
法
人
会
の
寄
付
金

は
、
毎
年
ロ
月
に
実
施
さ
れ
る
同
会
の
〈
ひ

と
り
親
世
帯
の
親
子
ク
リ
ス
マ
ス
会
〉
の

費
用
に
充
当
さ
れ
ま
す
。

(
村
松

調
敏
)

真
夏
の
清
揖

(鶴
間
地
区
会
)

町田市社会福祉協議会にバザーの売上をお届けしました。

平
成
日
年

2
月
比
日
に
原
町
田
第

一

地
区
会
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
都
道
町
田

3
・

4・

日
号
線
の
清
掃
活
動
も
半
年
を
過
ぎ
、

8
月

紅
白
に
鶴
間
地
区
会
の
順
番
と
な

り
ま
し
た
。

8
名
の
参
加
で
真
夏
の
空
の
下
、

日
時

か
ら
約

1
時
間
、
全
員
汗
を
拭
い
な
が
ら

の
作
業
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
日
は
正
午
よ
り
地
区
役
員

会
も
行
わ
れ
、
事
業
予
定
の
確
認
、
会
員

増
強
活
動
の
準
備
等
の
打
合
せ
を
行
い
ま

し
た
が
、
そ
の
後
の
昼
食
会
で
の

一
杯
に

は
言
葉
に
出
来
な
い
満
足
感
で
満
た
さ
れ

ま
し
た
。

(
豊
田

純

二

.30 N 0 . 8 1 報.A. 
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の
住

jわ(
株
)
ア
ロ
l
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ

天着
城郡ぷ
路く
やれ

て
;'i 

ス壬I

官三
間z
ぐ ゴ也
、 円

鹿tを

威f窪i努
め一
る

(株
)
堤
ビ
ル

堤

。と
の
柿
が

余
後
の
杖

風
の
音

暮
の
秋

木
守
り
と
な
る
や

今
は
む
な
し
く

赤陽
白を
の浴ぁ

宅産
日
経
コ
ン
サ
jレ
タ
ン

丸
111 

風
に
-
つ
つ
ろ
う

玉
入
れ
競
技

秋
ざ
く
ら

天
高
し

(
株
)
町
田
電
子
計
算
セ
ン
タ
ー

主
方

い
よ
子

雑極
踏月
へや

あ
や
ま
っ
て
い
る

一
フ
・
フ
ラ
ン
ス

独
り
に
な
り
に

ゆ
く
冬
帽

大
山
の

銀
座
裏

ポ刈
l 田
ズ道裏
と 常11.本

る 節
子

(
株
)
マ
ツ
ヤ
マ

蔦z自
主E:霊
馨じ容
とぬ

武
敏
栄

藤
夫

西tt七
の五
空 三

と
う
ろ
う

丁
J

』
患
っ

4
1v主立
同
庁
U
-

山

ε静
三ヨ

と稲は
き架ざ
め組
さむ
りや

残
菊
の

落
ち
て
な
ほ

麗
月
や

風
立
ち
ぬ

、
、ぜ茜2主

ι役
梁が
ま眠
りる

(
有
)
高
梨
肉
庖

ナ
ヲ

音紅:
無葉E

き踏有fl
作み j商
業わ 霊

け Z
~'1; 、~

移庭

動会
玉
江

村
蔵

(
有
)
シ
マ
ノ

自
比 d

里子

好
子

吾土 1 ・

両寸レ 日 t
JL、の
クミ活字

ゆが
るる

一枚
田

文
化
の
日

(株
)
千
石
屋

初
枝

高
精

あ
と
一日
を

刈
り
取
れ
ず

か
り
ん
の
実

艶
と
香
り
の

(
有
)
理
容
ひ
か
る

|比

ハ
ツ
エ

社:
喧高
l' こ

ノ¥

3神
く無

月
夜
寒
か
な

(
株
)
フ
サ
ミ
ボ
ー
リ
ン
グ

村

ト
セ
子

白
菊
に
間
ふ

人
無
き
海
に

遠
華-2き
残人

(
株
)
す
ず
か
け
商
事

友
井

夕
暮
や
山
茶
花
の
白
ほ
ん
の
り
と

そ
mu
実

を

薬

昧

に
一人
そ
ば
す
す
る

せ
せ
ら
ぎ
の

か
け
声
や

富
士
交
通
(有)

注道
むゆ
立す
朱り
、、 メ与、

ロ

農ふ 士
三手王 1コ

豪勢 JiI

風草

白
井
産
業
(株
)

白
井

花
梨
落
ち
径
行
く
人
の
背
を
た
た
く

秋
の
旅
土
地
の
名
物
い
た
だ
き
ぬ

丸
昭
シ
ル
ク
(
株
)

繍
内

只
今
と

「
ポ
ッ
ケ
」
の
ど
ん
ぐ
り

ひ
と
り
居
の
病
む
身
忘
れ
し

春
を
待
つ

長官
の国

枯
木
星

残
菊
や

白
山
の

は
ら
は
ら
と

ひ
と
つ
落
ち

モ
リ
マ
チ
ス
ポ
ー
ツ
(
株
)

森
11可

喜
代
子

か
す
か
な
香
り

冬 串
庁、 不日

雨省

無
言
の
列
や

(
有
)
協
同
電
気

初11

富
美
子

乱主し
れま
しひ
中忘
のれ

し
白
が猫
透すの
く 皿

白

踊22
る、入
木 Z
C し
某

の紅?刺11

舞需:野
踏山
L:、
;z:;; 

(
有
)
細
野
興
産

佐
知
子 好

短歌・俳句をお寄せください。ご寄稿には、事務局宛てご一報ください。次回の発行は3月の予定です。 I

31 ・町

刀
回
、、
ァ
ド

l

nnNれ
一一

令

判
子
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断銀行「東京」の基本スキームについて
都税事務所かも的お知らせ

平
成
市
年

5
月
、
東
京
都
は
新
し
い

銀
行
を
創
設
す
る
構
想
を
発
表
し
ま
し
た
。

什
月
発
表
の
「
新
銀
行
の
ス
キ

l
ム
」

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

弘
行
の
経
営
理
念

「
東
京
」
の
経
済
再
生
、
都
民
生
活
向
上
、

|
T
社
会
整
備
に
貢
献
す
る
新
た
な

「地

域
型
ト
ラ
ン
ザ
ク
シ
ョ
ン
・
パ
ン
ク
」
を

設
立
・
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
東
京

発
金
融
改
革
を
推
進
し
て
い
く
。

※
ト
ラ
ン
ザ
ク
シ
ョ
ン

・
バ
ン
ク
リ
主
と
し
て
顧

客
の
財
務
諸
表
か
ら
客
観
的
に
算
出
さ
れ
る
信

用
評
点
を
も
と
に
、
個
別
取
引
ご
と
に
、
採
算
性

を
判
断
す
る
経
営
手
法
を
採
る
銀
行

第一段階

平成17年度""'18年度

図1

業務領域の選択と集中

顧客基盤の確立

収益基盤の確立

第二段階

平成19年度"'20年

向段
?階 2

的
tt 宅莱

4ト墾

L露
ス
拡
充
を
図
っ
て

く

3
、
業
務
概
要

①
中
小
企
業
融
資
へ
の
取
組
み

②
ー

cカ
ー
ド
を
活
用
し
た
サ
ー
ビ
ス

③
安
全
・
有
利
な
金
融
商
品
の
提
供

④
ア
ラ
イ
ア
ン
ス

(提
携
)
戦
略

提
携
企
業
、
金
融
機
関
、
及
び
行
政
機

関
等
の
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
機
能
を
連
携
さ

せ
、
効
率
性
・

機
能
性
に
優
れ
た
新
し
い

タ
イ
プ
の
銀
行
モ
デ
ル
を
確
立
す
る
。

4
、
事
業
・
収
益
計
画

提供する機能を充実しながら

顧客基盤の拡大

サービスの拡充

異業種連携による新金融の創造

金融と行政サービスの融合

帆恥

第三段階

平成21年度~

開
業

3
年
目
↓
資
金
規
模
で
は
他
行
に

比
べ
て
劣
る
も
の
の
相
対
的
に
高
い
健
全

性
、
収
益
性
、
効
率
性
を
誇
る
。

総
資
産

1
兆

9
，0
0
0
億
円

預
金
口
座
数
切
万
口
座

融
資
残
高

9
，3
0
0
億
円

A
T
M
台
数
加
台

(自
行
)

経
常
利
益
河
億
円
業
務
純
益
市
億
円

経

費

率

引

%

自

己

資

本

比

率

引

%

4

1

 

5
、
執
行
体
制

①
名
称

H
(仮
称
)
新
銀
行
東
京

②
代
表
執
行
役
H

仁
司
泰
正
氏

(
位
歳
)

豊
田
通
商
株
式
会
社
常
勤
監
査
役

前
株
式
会
社
ト
ー
メ
ン
取
締
役
副
社
長

③
庖
舗

1
本
百
/
千
代
田
区
大
手
町

(本

支
庖
叩
庖
舗
体
制
)

④
行
員
数
等
H

行
員
は
少
数
精
鋭
の

m

名
体
制

(外
部
委
託
等
を
活
用
し
、
総
勢

側
名
程
度
で
運
営
)

6
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ

iM

①
設
立
準
備
H

既
存
銀
行
を
買
収

・
活
用

し
、
新
銀
行
の
準
備
会
社
を
発
足

.32 N 0 . 8 1 報
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②
開
業
時
期
H

平
成
行
年

4
月
開
業
目

、6
1亙③

出
資
H

都
は
、
来
年
度
予
算
に
お
い
て
、

ー

，

o
o
o億
円
の
出
資
を
予
定
。
民
間

の
出
資
に
つ
い
て
は
、
平
成
げ
年
度
開
業

ま
で
に
肌
億
円
を
目
標
に
準
備
。

祭器

初

一

ぷ

グ

接

続

犠

V
S

町
田
税
務
庁
舎
や
駐
車
場
州

確
定
申
告
に
お
い
で
に
な
る
納
税
者
の
皆

型

車

子

棋
ぽ
ば
、
本
変
ザ
」
迷
札
を
お
か
け
し
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
納
税
者
の
皆
様
の
利
便

性
が
考
え
本
機
υ
て
、

犠議川口

所
得
税
・
贈
与
税
の

申
告
書
の
作
成
・
提
出
会
場
を
、

『ぽ
っ
ぽ
町
田
」
に
設
置
し
ま
す
。

平
成
市
年
分
の
所
得
税
と
贈
与
税
の
申

*
 

告
官
提
出
納
税
の
期
限
は
、
平
成
市
年

問
納
骨
死
令
品
特
ム
マ
湖
愛
情
城

3
同
月
時
日
(
丹
)
で
す
。

申
告
書
は
ご
自
分
で
書
い
て
提
出
は
お
早

め
勝。

設
置
期
間
H
平
成
均
年

1
月
刊
れ日
(
月
)

か
ら
平
成
均
年

3
丹
市
日
(
月
)
ま
で
の

平
閏

(月

L
金
)、

2
周
辺
日
及
び
羽
田

山
脚
宗
綴
伊
燃J
〈
1:;、〉〉
描
ふ
品
A議瓜議執喝努W

誠露岬殺該霧誌議緑幾搬特繋毅吋殺絞説綬努駒でで九九4
札泰札乱為漆…耐婿耐婿卿議樹滋胤繍綴綴撚燃
…
 

臼
.

外
の
呂
曜
臼
を
除
く
)

受
性
時
間
十
午
前

9
時
か
ら
同
時
め
分
、

午
後

1
時
か
ら

4
時

純

情

説

※
混
雑
時
に
除
早
め
に
締
切
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

所電
1
町
田
市
原
町
包

4
1
伊
丹却
す
R

町
田
駅
北
口
・
小
田
急
町
田
駅
東
口
か
ら

徒
歩
約

5
分
)

※
駐
車
場
は
有
料
と
な
っ
て
お
り
ま
す

、
ご
了
減
下
さ
い

0

3

日

の
一上
記
の
期
間
中
、
町
田
税
務
署
の
庁
舎

内
同
は
、
申
告
書
の
作
成
会
場
は
設
置
し

て
お
り
ま
せ
ん
。

納
税
証
明
書
が
必
要
な
方
は
、
町
田
税

務
署
で
手
続
き
を
し
て
頂
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
前
に

《
問
合
せ
先
》

出
納
長
室
銀
行
設
立
準
備
担
当

電
話

0
3
1
5
3
2
0
1
5
7
9
7

歪片瀬江ノ島

*個人事業者の消費税の申告期限は3月31日です。
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税務署3勝争のお知らせ

税務職員を装った不審な文書にご注意ください

n 3 d r 

町田街道

草川

小田急線町田駅北口

最近、納税者の皆様に税務職員を装った不審

な文書が送付される事例が、発生 しています。

文書は以下の様な内容で、 Eメ ルによる連

絡を求めているものです。

(1)税務調査を行って、仮装隠蔽を感知した。

(2)修正申告ともなれば¥信用問題に影響力、でる。

(3)些少の金額で「申告是認」とすることもできる。

このような文書は、税務署とは関係なく 、ま た、

税務署から送付することはありません。

不審な文書が送付された場合には、最寄りの

税務署 (総務課)までお問い合わせ ください。
至八王子

-町田税務署

〔所在地〕干194-8567東京都町田市中町3丁目 3番6号 (TEL) 042 -728 -7211 

〔最寄り駅)JR横浜線町田駅 (徒歩15分)小田急線町田駅 (徒歩10分)

税
を
知
る
週
間
の
行
事
も
ほ
ぼ
終
わ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
員
の
方
々
を
は
じ

め
会
員
の
皆
様
に
お
い
て
は
ホ
ッ
と
さ

れ
て
い
る
頃
か
と
思
い
ま
す
。

編
集
会
議
で
は
委
員
、
事
務
局
そ
れ

ぞ
れ
が
少
し
で
も
内
容
を
充
実
さ
せ
よ

う
と
締
め
切
り
日
を
腕
み
な
が
ら
も
が

い
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
と
し
て
お
届
け
し
た
今
回

の
会
報
は
い
か
が
で
し
た
か
?
是
非
、

ご
意
見
ご
要
望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
情
報
、
話
題
が
あ

り
ま
し
た
ら
寄
稿
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
を
立
ち
上
げ
た
つ

い
で
に
、

町
田
法
人
会
の
ホ
!
ム
ペ

ー

ジ
を
覗
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。
行
事
予

定
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
行
事
の
ス

ナ

ッ
プ

写
真
も
載
っ
て
い
ま
す
。
会
報
と
は
違

っ
た
新
し
い
発
見
が
あ
る
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。

(
豊
田
)

発行人・(社)町田法人会会長八木要 編集人・(社)町田法人会広報委員会

東京都町田市森野1丁目9番20号 第二矢沢ビル4階 TEL:042(726)2453FAX:042(724)5853 

町田法人会ホムペジ htlp://www.hojinkai-machida.or.jp

Eメール official@hojinkai-machida.or.jp 

東法違・都内法人会の会員専用ベージ ユーザー名;tohoren Hスワード;0771 

本紙掲載の記事、写真の無断掲載を禁じます。
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法人会会員企業の役員・従業員のみなさまに

新ひとつ先の未来ヘ

!日の制度です。
※金n企震を温騰された場合
など加入百絡を費呈された
場合には保険料率が藍
直されます。

大同生命の定期保険(告知扱型)

期間の経過に応じた解約払戻金があり、 ¥月額保険料rlO，OOO円」、

みなさまのニーズにあわせてこ'活朋いただ I ¥ r15，OOO円jの2つの

けます。ただし、解約した場合、以後の/ ¥:コースから選択いただ

100歳まで死亡高Iit ¥ 保障はなくなります。 / ¥lけます。保険料のお払

障害保険金額を保障します。¥棚 払 馳l印刷お岬酬川 / 医師の純は不要で簡単¥ 込JUJIIUは10年間です。
(ただし、ご契約から2年以内に掛気で¥ 満了時にはOとなります。また払込韓 /な 告知のみでご加入できます。

保険科を下回る場合があります。

¥，'--
〈制度取扱会社) D，-1IDO大同生命 多摩剖町田営業所/町田市中町1-1-16(鯨建棚田ピル8F)TEL042-722-5756 
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